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い
る
 

 
 

と
 呼
ぶ
 

 
 

ハ
 ー
 ヤ
 

 
 

れ
の
 否
 

 
 

シ
ア
 的
 

 
 

｜
 ・
 オ
 

 
 

ほ
 想
に
 

 
 

て
 漸
く
 

 
 

る
 。
 第
 

 
 

が
現
わ
 

 
 

」
で
あ
 

 
 

る
 語
を
 

使
用
し
て
い
る
。
 

 
 

生
成
 

 
 

る
 動
詞
 

 
 

」
も
の
 

 
 

｜
ル
で
 

 
 

従
っ
て
 

有
賀
鉄
太
郎
 

キ
リ
ス
ト
 教
的
 思
考
 忙
 ふ
け
る
 

否
定
 辞
 に
つ
い
て
 

 
 

底
 的
に
 

2
7
3
 

 
 

宗
教
 哲
 掌
の
論
理
 

飯
野
紀
元
 

 
 

は
思
 

 
 

性
 の
 間
 

 
 

常
に
多
 

 
 

。
我
々
 

 
 

し
を
 意
 

 
 

用
 さ
れ
て
 

 
 

ろ
の
サ
 0
 一
 

 
 

ら
れ
、
 そ
 

 
 

す
る
。
 

 
 

実
 ・
 盧
 

 
 

 
 

し
て
い
 

 
 

ソ
タ
 」
 

 
 

も
の
で
 

 
 

ョ
 ）
に
お
 

 
 

ト
ロ
 ギ
 

 
 

と
し
な
 

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



 
 

と
 数
学
 

考
え
ぬ
く
論
理
を
必
要
と
す
る
。
 

 
 

究
す
 

 
 

さ
れ
て
 

 
 

つ
ぎ
に
 

 
 

天
文
物
 

 
 

ホ
ワ
 
イ
 

 
 

た
な
る
 

 
 

そ
の
花
 

 
 

に
れ
ざ
 

 
 

た
の
 
意
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

を
 華
押
 

 
 

咲
 き
出
 

 
 

観
に
導
 

 
 

こ
れ
よ
 

 
 

直
観
の
 

 
 

0
 献
身
 

 
 

自
明
を
 

 
 

真
理
な
 

 
 

を
 弁
解
 

 
 

お
い
て
 

発
揚
 
し
ぅ
 
る
で
あ
ろ
う
。
 

宗
教
的
態
度
の
測
定
に
つ
い
て
 

家
塚
 
高
志
 

 
 

的
価
 

 
 

る
と
い
 

 
 

信
頼
性
 

を
 検
討
し
て
み
た
。
 

 
 

あ
っ
 

 
 

て
そ
れ
 

 
 

日
常
生
 

 
 

ゑ
値
 化
 

 
 

や
 客
観
 

 
 

め
 否
定
 

 
 

を
も
つ
 

 
 

を
高
校
 

 
 

施
し
た
 

 
 

㏄
の
背
向
 

 
 

は
 評
定
 

 
 

に
 高
い
 

ゑ
値
で
あ
る
。
 

 
 

な
 行
 

 
 

十
 0
.
 
㏄
 め
 

一
 一
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馬
 ・
室
戸
主
が
け
Ⅳ
 弗
 

鯉
 
苫
舟
 尹
弗
 研

究
報
告
 

ゃ
片
 

9
%
 

沖
キ
翻
盤
 0
 藩
弗
 

9
%
 

達
葡
砂
 0
 調
達
日
神
位
 ゲ
，
 

@
0
 汁
こ
 

ド
 ㏄
群
戸
…
…
敬
事
 か
 Ⅰ
 ゲ
，
 

母
 ，
窪
ル
 0
 輌
湘
刈
弗
 

し
 ・
群
戸
 帥
戸
 

 
 

丁
 0
.
 

㍉
㏄
 

 
 

路
氏
の
 

 
 

の
で
あ
 

る
の
に
比
し
て
、
ず
っ
と
高
い
相
関
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 

心
 せ
 

 
 

法
 で
得
 

 
 

が
 出
る
 

 
 

え
る
。
 

 
 

よ
い
 

で
あ
ろ
う
。
 尚
 詳
細
な
数
字
は
全
部
省
略
し
た
。
 

 
 

九
号
 

 
 

試
 

み
 」
参
照
。
 

洲
膵
 D
d
 
簗
滞
淫
沌
 0
 汁
授
 O
 汝
 W
 柵
刈
刈
 か
す
 

 
 

 
 

 
 

H
o
.
 
膀
蓬
汀
 ㏄
 0
 洲
簿
 甘
雨
 湘
 

ゃ
痔
 

ド
踏
弗
 ：
…
 0
 片
び
洋
ノ
軌
渠
 

呼
洩
 

コ
 ・
 奨
呼
叫
曲
レ
 ざ
汗
Ⅳ
Ⅰ
 汁
ヴ
 

み
か
 
や
痔
 

ダ
 
Ⅲ
 軸
窃
 染
戸
が
 臣
ラ
汁
濤
 ，
 

に
 ・
 尹
 0
 ノ
肝
 同
房
 斗
が
般
か
 

尹
弗
 

キ
片
 

丹
濡
汁
汗
 片
皿
 弗
 0
 部
面
 尹
 

 
 

る
 。
 

 
 

り
、
社
 

 
 

為
や
侵
 

 
 

用
 す
る
 

 
 

、
宗
教
的
 

 
 

 
 

と
 考
え
 

 
 

え
ら
れ
 

 
 

 
 

的
な
組
 

 
 

変
化
が
 

 
 

な
る
。
 

 
 

状
態
、
 

囲
 
5
 

一
 
一
 
一
 

憶
 ・
 ぶ
簿
 0
 梼
謂
弗
 

あ
 ・
 糖
 ㍾
 弗
 

 
 

湘
が
弗
 

き
 ・
 ぐ
 七
 %
 Ⅳ
 ニ
 9
%
 曄
尹
弗
 

N
o
.
.
.
.
 

：
 洋
 び
尹
 弗
檸
八
 W
 轍
洋
 

斗
凋
ラ
ド
 -
 
弗
 W
 臼
 Ⅳ
 曄
 Ⅰ
 パ
 Ⅰ
 

0
 弗
究
 ・
 

叫
 0
%
 潮
染
戸
 

凶
 ・
群
戸
…
…
 曄
 海
ヰ
 が
 

お
 ・
薄
田
や
蕪
 商
 0
 片
び
 沖
洲
 簿
 

鐸
 群
党
 ｜
琳
片
ニ
 Ⅳ
孤
 W
 臼
 Ⅳ
 

鄭
声
 

ゃ
 
%
 

 
 

尹
弗
 

の
 
0
,
 
 

灘
雛
弗
 

も
片
 

仝
示
教
的
の
い
口
目
 ぃ
 
0
 目
の
間
 題
 

 
 

生
田
邦
夫
 



 
 

え
る
 所
 

 
 

は
、
 
常
に
 

 
 

 
 

状
態
に
依
 

 
 

体
が
、
 

 
 

い
 う
 性
格
 

を
 有
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

ぬ
い
 

 
 

 
 

的
 状
況
 

 
 

と
は
、
 

 
 

が
、
そ
 

 
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

原
因
に
 

 
 

 
 

い
 
い
局
の
（
・
 

 
 

一
方
 

 
 

は
 制
度
 

 
 

は
 個
体
 

 
 

あ
る
事
 

 
 

動
 の
 底
 

 
 

仰
 主
体
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
 こ
 

 
 

複
 ム
ロ
の
 

 
 

%
 果
的
 

 
 

目
の
計
）
 

0
 
臣
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て と に猛 士の 断展 し に   

人 
間 
出 

示拝 

ど 

村 
落 
共 

体   

  

      
持 こなに 

  
承 に木。 受 。 
さ 生空。 動 。 
れ 活を的。 
た場媒 な 
宗 面分画 
教 の と に 

  
と う しの 
るソて懸 。 

  
の 持と の 



 
       

定 め 
す学ぅ 
6 者 ソ 
学がバ   
一酌 シ 

和 のる 展商 てと時中 の祭 

  
は る ッ     
し周継 

他 通れ   
教あ 始       
の 始に 観 

共 布上し 奉対 木り   

を神 て 
否 を多 
足首 く   

      
でり   ・ しせ質 とる教的 る 帝の合     
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あ
る
。
 

 
 

 
 

映
す
 

 
 

永
遠
で
 

 
 

 
 

 
 

往
生
で
 

 
 

っ
た
 

マ
ヰ
 
Ⅰ
Ⅰ
 
マ
 Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

の
で
は
 

 
 

 
 

を
 成
ず
 

 
 

 
 

 
 

唯
除
 

 
 

 
 

 
 

願
心
の
 

 
 

招
喚
に
相
応
せ
ざ
る
疑
惑
の
相
状
な
る
を
示
す
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
 
た
 

 
 

ず
る
。
 

岩
本
 
泰
波
 

祀
の
 
「
審
判
 ニ
ピ
 本
願
の
「
 唯
除
 」
 

る
 多
神
観
に
移
 同
 し
た
と
見
て
差
支
え
な
い
。
 

 
 

拠
に
 

 
 

牧
 型
の
 

 
 

る
で
あ
 

 
 

要
か
ら
 

 
 

が
そ
の
 

基
調
を
な
す
も
の
と
見
得
る
で
あ
ろ
う
。
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五 

ト 

mA 
カ 

ラ 

  
ヰこ 

  
つ 

語佛 

止 

て書 

の 

  
仏典二）口一 
か 

  
ら 

れ 

皇 淳 
な 
    
ゥま 

  

  
のれのののの 方 詰 も 

  



吹
の
よ
う
 で
あ
る
。
 

 
 

ゆ
有
 

 
 

老
 

 
 

す
 

 
 

仏
教
 

 
 

し
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

の
特
 

 
 

を
 

 
 

 
 

 
 

碩
 

 
 

 
 

 
 

れ
 

 
 

 
 

（
 
ノ
斧
 
）
 

 
 

書
 

 
 

あ
 

（
 
5
 ）
 

る
 。
 

 
 

は
こ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

{
 

研
究
報
告
 

 
 

を
 与
え
 

ね
 
2
 

七
 

日
本
浄
土
教
に
於
け
る
倫
理
性
の
根
 挟
 

石
田
充
 
之
 

 
 

ゅ
 
反
省
 

 
 

治
 時
代
 

 
 

深
 

 
 

俗
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヵ
ラ
 諸
仏
典
の
性
質
を
示
す
も
の
と
 
云
 ふ
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

上
、
 

一
ノ
 

・
 

2
 、
大
唐
西
域
記
 巻
 』
、
何
番
 尼
回
 、
屈
文
園
参
照
 

 
 

0
 Ⅰ
 

宙
隼
 0
 の
 ガ
 ）
（
 
ゴ
 の
口
の
い
下
ミ
 ト
 き
の
・
 

0
.
0
 

渓
 

 
 

 
 

の
 ・
の
の
 

1
 ）
 め
 0
.
 
（
 
之
 （
・
 
H
 田
 O
1
 
め
 O
N
 
）
 

 
 

 
 

N
H
 
め
 @
 め
 H
A
.
 
（
 
之
 （
・
の
㏄
 

卜
 
[
 ひ
し
 

 
 

果
の
 

一
部
）
 



  

  

  

 
 

機
会
を
 

 
 

一
般
の
 

 
 

浄
土
教
 

 
 

右
 の
 段
 

 
 

的
 あ
り
 

 
 

が
、
そ
 

 
 

活
 に
対
 

 
 

あ
ろ
う
 

 
 

形
成
さ
 

 
 

日
本
陣
 

 
 

特
に
真
 

 
 

、
真
俗
 

 
 

へ
の
 多
 

 
 

Ⅰ
帰
依
 

 
 

意
識
の
 

 
 

的
 基
礎
 

 
 

的
な
理
 

 
 

し
め
る
 

 
 

お
る
に
 

 
 

象
 を
与
 

 
 

理
性
 へ
 

 
 

原
理
性
 

 
 

れ
る
な
 

  

研
究
報
告
 

 
 

二
）
 

宗
教
の
存
在
論
的
 根
披
ど
 現
象
 

石
津
 
照
璽
 

 
 

宗
教
 

 
 

て
 主
体
 

 
 

あ
る
か
 

 
 

特
定
の
 

 
 

ぐ
し
て
 

 
 

ホ
教
 的
規
 

 
 

的
 機
能
 

 
 

ホ
教
的
な
 

 
 

主
要
な
 

 
 

教
 特
に
 

 
 

な
 自
他
 

 
 

一
一
の
 

手
 

 
 

な
 形
成
 

 
 

願
力
 光
 

 
 

、
そ
の
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

れ
て
ゆ
 

 
 

慈
悲
 愛
の
 

 
 

全
形
成
 

八
 

2
8
0
 



    

 
 

す
る
こ
 

 
 

ホ
教
の
本
 

 
 

こ
こ
で
 

 
 

当
の
と
 

 
 

即
ち
 主
 

 
 

応
の
方
 

 
 

自
己
を
 

 
 

示
教
的
な
 

 
 

て
か
か
 

 
 

0
 基
本
 

 
 

い
か
と
 

い
 ふ
と
こ
ろ
に
問
題
を
据
え
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

域
と
 

 
 

」
で
は
 便
 

 
 

た
が
っ
 

 
 

世
俗
的
 

 
 

も
つ
 宗
 

 
 

て
 現
実
 

 
 

0
 本
来
 

 
 

接
 的
な
領
 

 
 

問
題
で
 

 
 

質
的
に
 

 
 

ら
か
に
 

 
 

現
象
の
 

研
究
報
告
 

九 

羽 1 

序
 

 
 

生
 め
 

 
 

の
 根
木
 

的
立
場
」
を
構
想
し
っ
 
生
 ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

他
力
 

 
 

教
義
に
 

 
 

、
一
方
 

 
 

が
 見
ら
 

 
 

り
す
る
 

 
 

（
今
で
 

 
 

け
れ
ど
 

も
じ
 

 
 

生
の
 

 
 

通
り
し
 

 
 

「
絶
対
 

他
力
の
信
念
」
に
対
し
て
心
に
深
く
 
う
 な
づ
く
所
が
あ
っ
た
。
 
そ
れ
か
 

 
 

の
 昔
人
 

 
 

更
に
 又
 

上
田
 
閑
照
 

第
一
 ｜
 清
沢
満
之
先
生
の
「
絶
対
他
力
」
の
場
合
 

宗
教
の
根
源
的
立
場
 

位
置
づ
げ
が
出
来
る
。
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そ
の
日
 

 
 

だ
 一
筋
 

 
 

た
 。
 そ
 

 
 

念
 、
思
 

 
 

と
し
て
 

 
 

に
、
反
 

 
 

は
め
ら
 

 
 

を
 考
へ
 

 
 

へ
の
 私
 

の
 「
領
解
」
と
 云
ふ
 意
味
に
於
て
ど
あ
る
。
 

 
 

み
る
 

 
 

已
 に
婦
 

 
 

来
 に
お
 

 
 

義
 と
は
 

 
 

外
 の
 人
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

っ
て
は
 

 
 

れ
は
 未
 

 
 

一
 
自
分
 

 
 

と
な
っ
 

 
 

0
%
 ぅ
 

 
 

て
 「
 一
 

 
 

き
 」
の
 世
 

 
 

徒
 ふ
」
 

 
 

っ
て
 

 
 

い
た
の
 

 
 

を
 態
度
 

 
 

な
ら
な
 

 
 

0
 分
析
 

 
 

条
件
と
 

 
 

」
の
 意
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

ラ
グ
マ
 

 
 

し
 注
意
 

 
 

に
よ
る
 

溌ま 「 な 世も ま     

治 

  

「ふ る ま なの 
汚ヨが 。 上 る心計 

一
 O 

 
 

「
如
来
の
 恭 " 
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キ
 

解
 

キ
リ
ス
 

て
い
る
「
 

ふ
 問
題
は
 

で
あ
る
。
 

ぎ
た
と
思
 

 
 

に
義
と
せ
 ソ

 ス
ト
 教
迫
 ユ
ダ
ヤ
教
の
律
法
 

程
に
つ
い
て
 

植
田
重
雄
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
律
法
を
行
 
う
 こ
と
に
よ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
人
間
は
神
の
前
 

 
 

 
 

学
的
な
 

2
8
3
 

一
一
 

 
 

よ
 う
と
 

 
 

が
あ
る
 

 
 

唱
を
通
 

 
 

ら
れ
た
 

 
 

ぎ
る
 非
 

 
 

と
し
た
 

 
 

於
て
 説
 

 
 

人
 と
宗
 

 
 

思
わ
れ
 

る
 。
 

第
三
批
判
に
お
け
る
 超
威
 性
的
基
体
 

白
木
淑
夫
 

 
 

つ
 ム
十
 

+
 

 
 

の
 判
断
 

 
 

新
論
 で
 

 
 

工
学
的
 

 
 

択
 の
 態
 

 
 

こ
れ
を
 

ユ
ダ
ヤ
教
の
態
度
と
比
較
す
る
と
 き
 、
一
層
明
か
に
な
る
。
 

 
 

Ⅹ
 
@
 
Ⅰ
 キ
ム
 

-
 
し
 

 
 

し
て
い
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

こ
に
は
 

 
 

ュ
 な
 っ
 

 
 

さ
れ
る
 

 
 

、
宗
教
 

 
 

の
が
あ
 

 
 

に
 克
服
 

 
 

に
す
ぎ
 

 
 

る
 。
 



  

 
 

合
目
的
 

 
 

的
 基
体
 

 
 

於
て
 ど
 

あ
る
。
 

 
 

に
於
 

 
 

は
超
感
 

 
 

ら
 来
る
 

 
 

て
 反
省
 

 
 

概
念
は
 

そ
の
規
定
根
拠
を
、
超
感
性
的
基
体
に
も
っ
。
 

 
 

は
弁
 

 
 

有
機
体
 

 
 

ら
ぬ
。
 

 
 

る
 体
系
 

 
 

に
 於
て
 

 
 

反
省
的
 

判
断
力
に
於
け
る
統
制
原
理
に
過
ぎ
ぬ
。
 

 
 

毛
 e
c
 
岸
 

 
 

、
 ム
ロ
目
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

か
く
て
 

 
 

合
目
的
 

 
 

云
う
 
事
 

 
 

ム
 る
も
 

明
治
 佛
教
 の
一
規
 鮎
 

｜
 清
沢
満
之
の
精
神
主
義
に
つ
い
て
 
｜
 

雲
藤
 
義
道
 

 
 

 
 

っ
て
 

 
 

質
的
に
 

 
 

で
あ
っ
 

 
 

自
由
の
 

 
 

び
 国
家
 

 
 

お
い
て
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

明
治
後
 

 
 

を
 果
し
 

た
も
の
に
、
清
沢
満
之
の
精
神
主
義
が
あ
る
。
 

一
 一
 

 
 

威
に
 

 
 

動
の
中
 

 
 

の
 思
索
 

 
 

ぬ
 足
根
 

拠
 と
の
み
、
 云
ひ
 得
る
に
過
ぎ
ぬ
。
 

一
一
一
 

め
 
。
 

 
 

と
し
て
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一
一
一
一
 

  

 
 

神
主
義
 

 
 

由
 を
説
 

く
に
あ
っ
た
。
 

（
ー
）
人
間
主
義
、
人
道
主
義
の
基
調
、
 

 
 

 
 

 
 

又
 

 
 

圭
 

義
反
 厭
世
祖
が
止
揚
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

（
 2
 ）
宗
教
と
倫
理
を
峻
別
し
た
こ
と
、
 

 
 

 
 

 
 

前
 
月
 

 
 

覚
 

道
徳
的
挫
折
の
意
義
を
説
い
た
点
に
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

（
 3
 ）
近
代
的
個
の
自
覚
が
流
れ
て
い
る
こ
と
、
 

 
 

も
 

 
 

@
 

お
い
て
真
宗
的
自
覚
の
信
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
 

一
 一
 

 
 

り
 ・
 

 
 

よ
り
 厳
 

 
 

ら
ず
、
 

そ
の
精
神
史
的
意
義
が
更
め
て
顧
み
ら
れ
れ
 
は
 な
ら
な
い
。
 

留 芋台 五五れるかと 台て所 つを ヵ力 よ、 して れ、 必然 的仏 、 教 もの 大大 ここ 大陸 た清 。 へ仏 

江
田
俊
雄
 

 
 

百
 

 
 

つ
 

 
 

が
 
、
 

 
 

つ
 

 
 

の
 

 
 

 
 

 
 

理
 

 
 

勺
白
 

 
 

さ
 

 
 

遍
 

 
 

ぎ
 

 
 

性
 

 
 

な
 

 
 

れ
 

 
 

 
 

 
 

の
 

 
 

省
 

新
羅
 慈
藏
に
よ
 る
文
殊
 威
 得
の
布
教
法
 



 
 

文
 ・
 

 
 

は
明
清
 

 
 

い
 た
の
 

参 

蘭 
学 

照拙 

稿 

  
  
ス 五受   

釈 解 
  
諸 

有 
問題 

ハ （ 
東 夷 
目ヒ目ヒ 

道 大大 
女文 ） ヒりイィ @ 

 
 

如
説
に
 

 
 

と
し
て
 

 
 

て
、
仏
 

 
 

窺
わ
れ
 

る
 。
 

  

  

  
  

一
四
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

た
 勝
れ
 

 
 

教
養
 を
 

 
 

て
 説
か
 

 
 

か
れ
た
 

 
 

E
 
.
 

天
道
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

球
説
 、
 

 
 

し
て
 教
 

 
 

立
地
理
 

 
 

、
宇
宙
 

 
 

解
し
た
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

貝
 沢
 

 
 

紀
 の
 交
 

 
 

観
 ・
 西
 

 
 

治
 ・
 経
 

 
 

っ
て
 始
 

 
 

ほ
回
 と
 

 
 

の
 「
 切
 

 
 

レ
ニ
 
の
 

 
 

之
汚
儂
 

 
 

く
 造
物
 

 
 

剛
造
物
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あ
 

 
 

で
あ
 

 
 

何
な
 

 
 

広
義
 

 
 

は
主
 

 
 

解
脱
 

の
 比
較
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

@
 

 
 

。
Ⅹ
 

カ
 マ
 

 
 

と
に
 

 
 

リ
ス
 

 
 

ぬ
と
 

 
 

済
と
 

 
 

ス
ト
 

 
 

す
る
こ
 

 
 

救
済
 

研
究
報
告
 

宗
 数
の
理
想
 

｜
 キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
と
仏
教
の
解
脱
 
｜
 

岡
 

邦
俊
 

者 と教 仏は ト なそ 、 ととの るも ら 

 
 

表
せ
ら
 

れ
た
事
は
、
ま
さ
に
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

  
段 せらの ょ の類 
を ぬれ 二 ぅ で学 
以 と る @ なあ の     
ゾげ術 と つ フ教 
の らは して スや 

  

    

  す り教教仰げとての と と   を 
中   

      

スト 合理のては 理のが生 " り 上 

べ 、 のにを れ 肉の救にを 
き救 酒類もばと、 霊 清閑心 

  
    

と 祷る て 。 あ 脱 内攻 は 

2 打 



研
究
報
告
 

 
 

る
 。
 危 

 
 

、
社
会
 

 
 

安
 、
 不
 

 
 

る
 。
 

 
 

難
し
 

 
 

ズ
は
両
 

 
 

ブ
ラ
ウ
 

 
 

ノ
フ
ス
 

 
 

す
と
 
言
 

 
 

Ⅱ
 
リ
て
 
古
本
 

 
 

り
、
更
 

 
 

所
作
が
 

そ
れ
に
符
合
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

で
あ
 

 
 

機
 を
明
 

 
 

そ
こ
で
 

 
 

 
 

構
想
力
 ピ
 宗
教
的
類
型
 

小
田
原
句
 
興
 

 
 

論
理
 

 
 

の
 特
に
 

 
 

ト
の
論
 

 
 

そ
れ
は
 

 
 

の
で
あ
っ
 

 
 

み
は
こ
 

 
 

一
 批
判
 

 
 

置
 に
立
 

 
 

ち
、
象
 

 
 

も
な
お
 

 
 

し
な
い
 場
 

 
 

も
の
は
 

 
 

の
う
ち
 

 
 

こ
と
は
 

 
 

的
 図
式
 

 
 

す
る
そ
 

 
 

-
 
フ
ー
）
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

覚
者
の
 

一
山
、
 

ノ
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倭
姫
命
世
記
は
偽
書
で
あ
る
が
、
」
 

古
い
伝
も
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
み
 
る
 。
 

嘗
て
木
居
 官
 長
は
大
祓
詞
後
 駅
 で
、
 

研
究
報
告
 面

 回
書
で
ほ
げ
れ
ば
得
ら
れ
な
い
 

本
書
の
「
二
所
大
神
官
御
形
 変
 」
 

小
野
 
租
教
 

倭
姫
命
世
記
の
記
述
 

 
 

ぅ
 こ
と
 

が
 出
来
る
。
 

 
 

念
 、
個
 

 
 

移
入
が
 

 
 

ろ
そ
の
 

 
 

則
性
に
 

 
 

類
 的
で
 

 
 

。
宗
教
 

 
 

合
、
そ
 

 
 

も
亦
構
 

 
 

は
 文
化
 

 
 

そ
れ
を
 

 
 

的
な
る
 

 
 

省
 科
学
 

 
 

の
 一
部
 

で
あ
る
。
）
 

し 経と 形神 「 し 難 曲 り 天謬正 

 
 

0
 課
 

 
 

が
こ
 

 
 

に
よ
 

 
 

護
教
 

強
弁
か
ら
来
て
ゐ
る
ら
し
い
。
 

 
 

断
じ
 

く
 、
八
十
 桂
 澤
口
、
瀬
 織
津
北
 洋
説
も
疑
は
し
い
。
 

 
 

に
村
 

 
 

る
 。
 

 
 

所
生
 

 
 

「
 御
 

銃
座
」
は
 坐
 と
す
べ
ぎ
を
 座
と
 記
し
て
ゐ
る
。
 

 
 

す
る
 

 
 

彩
夏
 

 
 

が
註
 

て
 ゐ
な
い
事
を
推
察
せ
し
め
る
。
 

一
セ
 

一
名
瀬
 織
 浄
地
 洋
 神
足
 也
 御
形
銃
座
 

 
 

神
 
（
大
祓
 

 
 

篤
胤
が
 

 
 

き
と
な
 

り
 、
一
部
の
人
々
は
今
な
ほ
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
 

 
 

方
が
 

荒 
祭 
宮   
 
 

の
 天
照
大
神
別
宮
に
つ
い
て
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小
野
泰
博
 

 
 

ナ
 
・
 
Ⅰ
 

 
 

あ
る
 

は
 形
而
上
学
的
性
格
の
優
位
か
と
の
間
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

形
而
 

 
 

示
叫
秩
心
 

 
 

「
 @
 

 
 

ふ
れ
 

 
 

ソ
グ
 

 
 

む
こ
と
 のの てっ 理 上そ い い 

 
 

も
そ
の
 

一
人
で
あ
る
。
 

 
 

曲
事
 

 
 

フ
 な
ど
の
 

 
 

と
 迫
 っ
 

 
 

も
 、
今
 

 
 

合
 的
な
 

 
 

特
出
来
 

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

ユ
ン
グ
宗
教
心
理
堅
に
つ
い
て
 

 
 

よ
っ
て
 

 
 

学
 に
求
 

研
究
報
告
 

 
 

ど
が
 

 
 

っ
て
 推
 

足
 さ
れ
る
。
 

 
 

恨
め
 

「
御
形
 鏡
坐
 」
に
よ
っ
て
ゐ
る
為
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
 

 
 

不
可
 

 
 

以
外
は
 

 
 

0
 面
 か
 

ら
も
、
註
の
信
通
性
は
高
く
な
い
筈
で
あ
る
。
 

とす 学 て は経 に多 

一
八
 

 
 

理
論
 

扶
 け
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
は
れ
る
。
 

 
 

て
、
 

 
 

の
で
 

た
か
ら
 ぅ
か
 。
 

 
 

に
し
 

 
 

的
医
 

 
 

概
念
 

 
 

ぎ
 」
 

 
 

に
 た
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る
 。
 

 
 

0
 通
り
 

で
あ
る
。
 

 
 

よ
母
 

ヵ
 カ
 

 
 

め
 下
由
 め
 

 
 

観
 性
が
 、
 

 
 

欧
 人
の
 

 
 

た
 衰
微
 

 
 

中
に
も
 

 
 

１
 
@
 教
 

 
 

ト
 で
あ
 

 
 

あ
る
彼
 

 
 

て
 反
抗
 

 
 

（
Ⅰ
 
サ
呂
 

 
 

の
も
と
 

 
 

正
直
の
 

 
 

右
 の
 根
 

 
 

臥
 （
ロ
ロ
Ⅰ
 

 
 

ス
 。
 
ハ
 1
 

研
究
報
告
 

ヤ
 ス
メ
ー
ス
 ど
キ
ソ
 ス
ト
 教
 

貞
 

笠
井
 

 
 穏

 

一
九
 

牧
牛
 圃
 の
酉
蔵
版
に
就
 て
 

梶
山
姥
 
一
 

 
 

唆
を
 

 
 

（
 し
 
0
n
 

で
ア
二
の
の
 

0
 で
 ゴ
 抜
 い
ゴ
 
の
の
）
 曲
ロ
ブ
の
，
の
 

・
め
の
味
）
 

1
 、
神
が
存
在
す
る
。
 

2
 、
無
制
約
的
要
求
が
あ
る
。
 

3
 、
世
界
は
 、
 神
と
実
存
の
間
に
消
滅
す
る
現
存
在
を
も
つ
。
 

 
 

哲
学
 

 
 

ぇ
る
 。
 そ
 

 
 

る
 。
 超
 

 
 

リ
の
 
0
 ヴ
 苫
舟
 
ヰ
 

 
 

我
々
が
 本
 

 
 

口
ら
 ト
侍
目
の
 

 
 

は
 暗
号
 

 
 

私
は
 プ
 

 
 

リ
ツ
ク
 

 
 

値
し
よ
 

ラ
 。
 

 
 

で
あ
 

り
 、
否
定
神
学
 
き
 m
o
 
ロ
 
0
 性
弗
憶
 g
a
 
（
 
零
 笘
の
立
場
で
あ
る
。
 



研
究
報
告
 

 
 

諒
 す
る
 

 
 

中
区
 に
 

 
 

が
あ
る
 

 
 

図
に
於
 

 
 

数
は
清
 

 
 

牛
 の
 義
 

 
 

と
は
 到
 

 
 

丸
心
 佳
 

 
 

一
つ
 
む
加
 

 
 

」
と
は
、
 

 
 

に
て
 し
 

 
 

と
い
う
 

 
 

蓮
華
 戎
 

 
 

た
入
 断
 

 
 

な
も
の
 

 
 

い
 。
 西
 

 
 

な
 説
と
 

 
 

坊
中
国
 

 
 

て
は
な
 

 
 

の
も
の
 

 
 

示
し
て
 

 
 

図
 の
 序
 

 
 

る
と
、
 

 
 

が
 現
在
 

行
法
ど
象
徴
主
義
 

か
藤
 
章
一
 

 
 

る
密
 

教
 的
行
法
に
つ
い
て
特
殊
性
を
求
め
て
み
た
い
。
 

 
 

ら
れ
 

 
 

行
儀
は
 

 
 

つ
も
の
 

 
 

自
 の
 解
 

 
 

も
そ
の
 

 
 

に
 修
行
 

 
 

て
み
る
 

 
 

正
し
く
 

修
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
 
云
 ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
 

 
 

ね
た
 

 
 

れ
て
あ
 

 
 

あ
る
。
 

二
 O
 

 
 

中
国
に
 

 
 

の
 原
木
 

 
 

皆
楡
の
 

 
 

思
わ
れ
 

る
 。
 

め 2 



研
究
報
告
 

余
食
 
円
昭
 

宗
教
研
究
一
五
三
号
発
表
に
っ
き
省
略
。
 

馬 
鳥 Ⅱ 

の 

著   

作 

  

  

いよ う のみ か 行相 待 であ る 然と 
ろ う ににたて勤行とはく かし 並 
もにす単 眼 いをはのなま ぎ如ん   

  
 
 

く
場
 

 
 

的
 思
潮
 

 
 

論
的
根
 

 
 

書
記
・
 

 
 

し
か
 

 
 

認
め
ら
 

 
 

歴
史
的
 

 
 

を
 殊
更
 

に
 取
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
。
 

 
 

が
勢
 

 
 

遠
祖
と
 

 
 

、
子
、
 

 
 

大
八
十
 

 
 

、
子
、
 

 
 

牟
羅
雲
 

 
 

ら
の
神
 

 
 

、
 始
め
 

 
 

系
譜
の
 

典
拠
と
し
て
度
会
 氏
 に
尊
重
さ
れ
始
め
た
。
 

2
9
3
 

一
一
一
 

鎌
田
純
一
 

伊
勢
神
道
 ど
奮
事
紀
 



観
音
信
仰
に
 
閲
 す
る
問
題
 

特
殊
功
徳
日
の
仏
教
的
意
義
 

上
村
眞
 
肇
 

 
 

 
 

 
 

仰
 面
よ
 

 
 

宗
教
心
 

 
 

合
 は
 副
 

 
 

 
 

 
 

の
 問
題
 

 
 

一
回
特
 

 
 

功
徳
に
 

 
 

0
 目
的
 

 
 

性
か
ら
 

 
 

 
 

 
 

、
度
 

 
 

作
り
、
 

 
 

書
 と
な
 

っ
た
 
。
 

 
 

が
 

 
 

中
心
と
 

し
た
公
家
ら
に
引
き
っ
が
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
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ブ
ル
ト
マ
ン
の
 實
存
 理
念
 

川
端
 
純
 
四
郎
 

フ
ル
ト
マ
 
ソ
 の
神
学
は
 
、
 次
の
二
つ
の
課
題
を
持
つ
。
 

一
一
一
一
 

 
 

れ
が
 

 
 

求
 に
対
 

 
 

 
 

根
底
に
 

 
 

 
 

 
 

綴
方
便
 

 
 

 
 

一
ケ
 月
に
 

 
 

百
六
千
 

 
 

 
 

法
数
は
 

 
 

無
限
を
 

 
 

限
り
無
 

ヰ
 Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

よ
っ
て
 

 
 

義
 を
考
 

  

 
 

如
く
 思
 

 
 

て
 行
く
 

 
 

 
 

的
 表
現
 

 
 

根
拠
と
 

 
 

に
 申
せ
 

 
 

日
 、
四
 

 
 

ハ
イ
ポ
 

セ
ス
 を
も
立
て
た
い
の
で
あ
る
。
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報
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そ
の
実
存
的
可
能
性
の
解
明
。
 

 
 

Ⅹ
 あ
 計
の
目
 

l
 

（
 
田
 ）
 
m
H
 口
 （
 
m
q
 
づ
 q
0
 
ヰ
 
ぎ
ざ
し
の
方
法
で
あ
る
。
 

 
 

に
ズ
 

 
 

来
し
て
 

い
る
事
を
明
ら
か
に
 尹
る
 点
に
あ
る
。
 

 
 

一
一
の
 

 
 

出
し
て
 

 
 

、
 特
に
 

 
 

の
 ブ
ル
 

 
 

存
 的
な
 

 
 

」
の
越
境
 

 
 

出
発
点
 

 
 

罪
 あ
る
 

 
 

ル
ト
マ
 

 
 

入
り
込
 

 
 

6
 時
に
 

は
 、
こ
の
よ
う
な
越
境
は
許
さ
れ
難
い
事
は
当
然
で
あ
る
。
 

 
 

も
即
 

 
 

る
も
の
 

は
 、
そ
の
実
存
理
念
で
あ
る
と
 ヨ
 
一
口
，
 

え
 よ
 う
 。
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示
教
 的
 

 
 

は
、
覚
 

 
 

煩
悩
が
 

 
 

も
の
で
 

 
 

に
は
 適
 

 
 

を
 修
す
 

 
 

る
に
 至
 

 
 

き
 る
 。
 

 
 

人
 を
覚
 

 
 

と
名
げ
 

る
 。
こ
の
仏
性
を
開
覚
す
る
人
を
覚
者
 
と
云
ふ
 。
 

 
 

る
 。
 

 
 

指
南
で
 

 
 

を
道
徳
 

 
 

所
で
、
 

 
 

活
動
に
 

 
 

令
 と
し
 

 
 

者
で
あ
 

 
 

人
の
自
 

一
一
一
一
一
 

辞
林
隆
博
 

て
お
る
か
、
即
ち
そ
の
実
存
論
的
可
能
性
の
解
明
。
 

カ
ン
ト
の
宗
教
思
想
ど
 佛
教
 ど
の
比
較
研
究
 

 
 

即
ち
 

 
 

あ
っ
 



      

 
 

グ
ー
テ
の
宗
教
思
想
 

神
と
一
 

岸
田
貫
一
郎
 

 
 

が
ら
 

 
 

e
 ロ
 
（
 で
 

 
 

も
 西
に
 

 
 

そ
の
も
 

 
 

磁
的
 汎
 

 
 

る
 生
の
 

 
 

、
又
、
 

 
 

的
 自
己
 

 
 

テ
 で
あ
 

 
 

と
し
て
 

研
究
報
告
 

由
 に
委
せ
ら
れ
て
居
る
。
 

 
 

こ
の
 

 
 

性
 は
低
 

ぬ
め
 仏
性
に
相
当
す
る
。
自
由
は
仏
教
の
解
脱
に
似
て
居
る
。
 

 
 

し
て
 

 
 

格
 者
と
 

 
 

ト
と
 の
 

共
通
点
と
見
放
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
 

紀
野
一
義
 

 
 

考
え
 

 
 

は
 十
悪
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

安
居
の
 

 
 

清
浄
な
 

 
 

れ
た
。
 

 
 

佗
 又
は
 

 
 

と
さ
れ
 

 
 

し
俄
侮
 

 
 

識
 を
捨
 

 
 

主
張
さ
 

 
 

す
る
こ
 

 
 

す
る
こ
 

 
 

れ
た
。
 

 
 

し
な
く
 

て
は
な
ら
ぬ
。
 

イ
ン
ド
 佛
数
 に
捧
け
る
 蛾
悔
 に
つ
い
て
 

二
四
 

㏄
 
2
 

 
 

身
を
以
 

 
 

あ
る
。
」
 

（
エ
マ
ー
 
ソ
ソ
 ）
 



木
村
田
 
紀
 

 
 

代
へ
 

 
 

た
 。
 十
 

 
 

転
廻
は
 

 
 

於
て
 他
 

 
 

思
想
も
 

 
 

る
こ
と
を
 

 
 

着
 の
 行
 

 
 

主
義
、
 

 
 

妙
 右
門
 

 
 

O
O
 間
 

 
 

を
英
 一
 

 
 

務
 た
る
 

 
 

行
 
（
 各
 

 
 

し
て
 仏
 

 
 

三
世
の
 

 
 

上
 ・
 

 
 

ぬ
へ
 の
 

 
 

毘
 渡
渉
 

 
 

と
し
て
 

研
究
報
告
 

 
 

二
五
 

おァ 

て
フ
グ
 
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
小
ホ
教
観
の
持
つ
意
義
 

草
野
憲
一
 

 
 

麓
ヨ
 
の
の
 

を
 挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
 う
 。
 

 
 

的
、
 

 
 

真
で
あ
 

 
 

ホ
教
的
経
 

 
 

自
 の
 本
 

 
 

悲
を
含
 

 
 

指
導
す
 

 
 

」
と
し
 

 
 

」
と
し
 

 
 

滅
 ・
 基
 

 
 

脱
を
 中
 

 
 

神
へ
の
 

依
正
 を
 「
易
行
」
と
し
て
ゐ
る
。
斯
く
両
者
を
対
照
す
る
と
、
 

恒
訃
岡
に
 

 
 

口
薩
 の
 水
 

 
 

十
 
立
臼
 
睦
め
 

 
 

相
似
の
 

 
 

も
の
と
 

考
へ
る
。
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告
 

 
 

こ
ろ
の
 

 
 

に
こ
そ
 

 
 

げ
で
あ
 

 
 

対
し
て
 

 
 

ぬ
の
ヱ
ヰ
 

0
 

 
 

。
彼
は
 

 
 

間
性
の
 

 
 

立
場
か
 

 
 

つ
と
し
 

 
 

0
 
%
 
Ⅱ
の
 
幅
，
 

 
 

。
吹
に
 

 
 

の
 
m
e
 の
の
 

 
 

て
 捉
え
 

 
 

的
 情
操
 

 
 

）
 
づ
 0 せ
 0 圧
 

 
 

）
の
 0
 ヨ
 ・
 

 
 

0
 口
Ⅰ
 
ド
 
の
 ヰ
 
）
 
の
 

 
 

合
の
寄
与
 

 
 

開
示
し
 

 
 

ヨ
持
ち
ヨ
 

 
 

の
 原
理
 

 
 

（
の
三
一
口
 

 
 

真
理
の
 

 
 

の
で
は
 

 
 

中
の
 

 
 

明
か
に
 

 
 

起
っ
た
 

 
 

 
 

順
す
 

 
 

化
の
願
 

 
 

が
具
わ
 

 
 

い
 う
か
 

 
 

で
 願
力
 

 
 

す
 。
 之
 

 
 

浄
願
心
 

 
 

別
と
す
 

 
 

の
 広
略
 

 
 

修
徳
が
 

 
 

伴
 不
二
の
 

 
 

名
号
を
 

串
本
喜
美
 

「
論
 詰
 」
の
二
種
法
身
 よ
 $
 見
た
る
何
 %
 陀
佛
 観
 

一
一
山
、
Ⅰ
 

㏄
 

 
 

 
 

ヨ
｜
 

 
 

よ
う
な
 

づ
 q
p
 
幅
ョ
注
ぢ
ョ
 
が
生
き
て
 杓
 い
て
い
る
と
云
え
よ
 う
 。
 



 
 

設
面
は
 

研
究
報
告
 

 
 

び
つ
 げ
 

四
 
9
 

二
七
 

 
 

た
 後
、
 

 
 

 
 

ら
え
の
 

人
間
神
の
成
立
に
つ
い
て
 

｜
 壬
申
の
銑
以
後
の
神
道
の
変
化
 ｜
 

工
藤
 
張
堆
 

 
 

な
 

 
 

 
 

 
 

変
 つ

り
 

古
の
 

り
、
 

 
 

。
 又
仏
 

 
 

如
 の
 理
 

 
 

広
が
 略
 

 
 

応
に
 入
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

を
 全
 う
 

 
 

と
し
、
 

 
 

い
 わ
 な
 

 
 

て
 他
の
 

 
 

よ
っ
て
 

 
 

事
修
性
 

を
 以
て
分
て
ば
そ
の
毒
が
知
ら
れ
る
。
 

 
 

現
人
神
 

 
 

方
針
と
 

 
 

導
 に
は
 

及
ば
な
か
っ
た
。
 

 
 

敬
さ
 

 
 

神
の
念
 

 
 

補
助
や
 

 
 

 
 

わ
 さ
せ
 

 
 

思
想
面
 

 
 

編
纂
に
 

着
手
さ
せ
た
。
 

 
 

問
を
 

 
 

熱
 を
失
 

 
 

、
目
立
 

 
 

、
こ
の
 

 
 

此
経
 の
 

 
 

刀
 自
ら
 

 
 

の
 系
図
 

 
 

中
央
の
 

 
 

氏
族
の
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

参
加
を
 

 
 

い
 た
 自
 



人
間
に
ふ
け
る
二
つ
の
宗
教
的
適
応
 ど
 

そ
 の
連
接
 

正
弘
 

楠
 

 
 

、
 占
示
 

 
 

に
し
て
 

 
 

象
は
自
 

 
 

想
を
、
 

 
 

の
中
に
 

 
 

て
の
 人
 

 
 

」
 こ
に
シ
 

 
 

こ
と
が
 

 
 

幸
 な
人
 

 
 

自
然
的
 

 
 

て
、
め
示
 

 
 

間
は
、
 

 
 

、
そ
れ
は
 

 
 

る
の
で
 

 
 

い
 。
 此
 

 
 

往
者
で
 

研
究
報
告
 

 
 

形
を
と
 

つ
 た
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

の
 国
の
庚
申
信
仰
 

徳
忠
 

窪
 

 
 

」
 
ろ
発
 

 
 

わ
 け
 で
 

 
 

は
 今
な
 

二
八
 

3
0
0
 

 
 

造
の
中
 

 
 

自
己
の
 

 
 

の
 如
 き
確
 

 
 

ム
 0
 人
 

 
 

る
 。
 ヒ
 

 
 

的
な
 迷
 

 
 

遭
遇
し
 

 
 

的
で
あ
 

 
 

行
っ
た
 

宗
教
的
行
為
と
か
げ
は
な
れ
た
動
揺
の
あ
る
信
仰
で
あ
る
。
 

 
 

道
と
 

 
 

根
源
的
 

 
 

学
 が
示
 

 
 

関
 そ
の
 

 
 

領
域
が
 

残
さ
れ
て
み
る
と
思
ふ
。
 



お
庚
申
講
が
存
続
し
 、
そ
 

て
い
る
。
ま
た
各
所
に
右
 

を
集
め
て
い
る
か
ら
、
 恐
 

の
 信
仰
が
行
わ
れ
て
い
た
 

平
素
長
話
を
は
じ
め
る
 

は
じ
め
、
全
国
的
に
広
く
 

で
、
四
国
に
残
っ
て
い
る
 

る
い
は
今
な
お
鶏
鳴
ま
で
 

に
 同
会
を
禁
じ
、
そ
の
日
 

配
し
て
い
る
。
農
村
で
は
 

日
日
の
神
と
す
る
。
庚
申
 
き
 

で
あ
る
こ
と
も
、
他
の
多
 

呪
文
を
か
 い
た
 紙
を
戸
口
 

を
 台
所
の
梁
に
ま
い
て
 火
 

目
的
で
 喰
べ
 、
庚
申
さ
ん
 

あ
る
な
ど
、
他
の
一
二
の
 

る
 。
一
方
、
庚
申
さ
ん
を
 

殆
ど
な
い
こ
と
、
 セ
 基
の
 

だ
け
の
習
俗
も
あ
る
。
 

要
す
る
に
、
総
体
的
に
 

れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
 

九
世
紀
初
頭
に
日
本
に
 

た
が
、
日
本
化
し
た
姿
の
 

の
 べ
た
よ
う
な
習
俗
が
 多
 

研
究
 

い
え
ば
、
四
国
の
庚
申
信
仰
は
他
の
地
方
の
そ
 

伝
来
し
た
三
層
信
仰
は
時
代
と
共
に
日
本
化
し
 

反
映
が
庚
申
縁
起
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
右
に
 

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
現
存
の
庚
申
信
仰
 

報
告
 

の
他
の
地
方
に
も
伝
承
や
習
俗
だ
け
は
残
存
し
 

名
な
 庚
申
堂
が
あ
っ
て
、
附
近
の
人
々
の
信
仰
 

ら
く
以
前
に
は
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
庚
申
 

こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
 

と
「
話
は
庚
申
の
晩
に
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
 

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
 

も
の
は
多
い
。
戦
前
ま
で
徹
夜
を
実
行
し
 
、
あ
 

起
き
て
い
る
と
い
う
部
落
も
あ
る
。
庚
申
の
日
 

に
 生
れ
る
の
を
今
で
も
婦
人
た
ち
は
心
か
ら
 
心
 

作
の
神
、
漁
村
で
は
漁
の
神
、
町
で
は
商
売
繁
 

ん
は
猿
田
彦
と
い
い
な
が
ら
、
実
は
青
面
金
剛
 

く
の
地
方
と
の
類
似
 何
 で
あ
る
。
ま
た
庚
申
に
 

の
裏
に
貼
っ
て
盗
難
 ょ
 げ
の
 呪
 い
と
し
、
 生
 織
 

%
 ょ
げ
の
呪
 い
 と
す
る
。
当
日
商
礒
を
長
生
の
 

に
 供
え
る
七
色
菓
子
を
現
に
売
っ
て
い
る
所
が
 

地
方
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
習
俗
も
見
ら
れ
 

甫
に
 祀
る
こ
と
、
徳
島
県
以
外
に
は
庚
申
 
塔
が
 

庚
申
塔
を
巡
拝
す
る
 セ
 庚
申
参
り
な
ど
、
四
国
 

的か前と識 る と ッ 像 たて々す べの 
さはみ のれ 日 て多     

ド が 倭人人中音 起 

古     
代 
ナし ヵ Ⅰ Ⅰ 

  
伝 係あ 酌人がの 

あ 播が ろに 雑加名   け 者 が ぅ 伝把わ残 
る 

来   
識 
  
でのびが ど は と 

  

題       想 ませ 種 と の 

秩旺 



章 
山 
紹   

珪 
Ⅲ ま 

曹 
洞 
禅 

に密   

教 的 

質 

  

行     

積覚 
モ教 て る 斯を り カ掩 
ソ的 い さ く 求真か わ 

極 
的   
技淳 
入 
れ   
  なあ れ 在 古人と ャつ 
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と
こ
ろ
 

 
 

は
、
ヵ
 

 
 

、
現
世
 

 
 

い
て
、
 

 
 

者
の
み
 

 
 

 
 

ち
 5
 げ
 

 
 

的
 性
格
 

 
 

者
は
は
 

 
 

 
 

は
、
梵
 

三
 O
 

 
 

と
い
 わ
 

 
 

図
か
ら
 

 
 

易
 に
受
 

 
 

と
 思
わ
 

 
 

談
 
（
 巴
 

 
 

一
十
数
回
 

 
 

、
 夢
に
 

 
 

羅
天
 ・
 

 
 

現
 
（
 白
 

 
 

そ
れ
ら
 

 
 

甚
だ
し
 

 
 

永
沈
 寺
 

 
 

日
 、
富
 

 
 

、
 願
戊
 

親
日
、
和
合
目
、
天
恩
、
万
華
大
吉
重
複
 
日
 、
吉
事
重
畳
目
、
 
択
 千
古
 

 
 

う
 に
 語
 

 
 

、
 腹
尾
 

 
 

漢
果
を
 

 
 

よ
っ
て
 

 
 

昔
 の
 檀
 

 
 

寺
在
 m
 

 
 

っ
て
 堂
 

 
 

は
、
螢
 

 
 

其
体
化
 

㏄ 2 



  

研
究
報
告
 

      
  

㏄ 3 

 
 

い
 す
 

 
 

。
禅
師
 

 
 

に
 個
人
 

 
 

帯
び
た
 

 
 

肩
巾
・
 

 
 

い
る
。
 

 
 

行
 で
あ
 

り
 、
無
限
の
価
値
を
胚
胎
す
る
。
 

 
 

行
を
 

 
 

り
 
ヰ
よ
 
一
 ・
Ⅴ
 
ア
ヒ
 

 
 

て
、
諸
 

 
 

も
、
坐
 

 
 

打
坐
始
 

 
 

集
約
さ
 

 
 

の
 法
門
、
 

 
 

長
道
、
 

す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ
る
。
 

九
地
英
学
 

螢
山
卍
師
 の
傍
証
 論
 

 
 

洞
完
 全
 

書
本
に
よ
つ
た
。
）
 

 
 

待
 と
 

 
 

別
 に
も
 

 
 

き
ら
め
 

 
 

め
て
 ぅ
 

 
 

想
 の
 主
 

 
 

を
記
 」
 

 
 

天
洛
 。
 
地
 

 
 

 
 

べ
 き
 

 
 

に
 覚
 証
 

 
 

並
に
無
 

 
 

そ
の
ま
 

 
 

も
 「
 参
 

 
 

不
同
工
 

 
 

る
に
、
 

 
 

は
 自
利
 

 
 

い
 う
如
 

 
 

こ
の
こ
 

 
 

証
 さ
両
 

則
 し
な
い
か
ら
、
修
訂
一
如
の
思
想
と
な
し
得
る
。
 

  



り
 上
げ
る
。
 

鶴
膝
幾
人
 

 
 

一
｜
 

 
 

り
そ
 

 
 

れ
が
 ょ
 

 
 

 
 

値
は
宗
教
以
外
の
技
術
 

 
 

 
 

る
も
の
で
、
 そ
は
 決
し
 

 
 

 
 

値
し
か
持
た
ざ
る
功
利
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｜
 エ
ル
サ
レ
ム
の
使
徒
会
議
を
め
ぐ
り
 ｜
 

小
林
信
雄
 

 
 

ヤ
教
 

 
 

の
の
 依
 

 
 

め
の
 権
 

 
 

か
の
数
 

 
 

的
 暫
定
 

 
 

職
務
の
 

 
 

導
 の
 権
 

 
 

マ
的
 

 
 

促
織
 と
 

 
 

者
の
立
 

 
 

議
 を
と
 

芙 。 

宗
教
の
価
値
に
就
い
て
 

一
一
一
一
一
 

 
 

お
よ
び
 

そ
の
権
威
に
つ
い
て
 考
，
 
え
た
い
。
 

 
 

独
裁
 

 
 

こ
の
と
 

 
 

て
 伝
道
 

 
 

期
 の
ぺ
 

 
 

じ
め
て
 

 
 

だ
か
ら
 

 
 

の
 理
解
 

 
 

」
で
あ
 

 
 

な
か
っ
 

た
よ
う
 に
思
え
る
。
 

 
 

と
ヤ
 

 
 

表
面
化
 

 
 

る
 関
係
 

に
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
会
議
の
積
極
的
側
面
で
あ
る
。
 



 
 

に
は
 滅
 

 
 

宗
教
 特
 

 
 

わ
ざ
る
 

「
人
生
の
絶
対
価
値
」
た
る
に
あ
り
。
 

 
 

を
以
 

 
 

価
値
な
 

 
 

し
、
聖
 

 
 

実
 の
 綜
 

 
 

値
 と
し
 

 
 

術
的
美
 

 
 

に
あ
ら
 

 
 

る
 性
質
 

 
 

真
実
在
 

 
 

ざ
る
も
 

 
 

の
も
の
 

 
 

値
と
丈
 

 
 

す
る
 

 
 

・
大
安
 

 
 

ず
し
て
 

 
 

の
 安
ら
 

 
 

こ
の
 絶
 

 
 

。
従
っ
 

 
 

を
 有
せ
 

 
 

ズ
ム
 の
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私
は
 

 
 

は
そ
れ
 

 
 

 
 

 
 

秘
経
 

 
 

て
い
る
 

 
 

み
が
 一
 

 
 

。
し
か
 

 
 

6
 種
の
 

 
 

た
ら
さ
 

 
 

」
と
が
で
 

 
 

と
し
て
 

 
 

み
と
は
 

 
 

に
す
る
 

 
 

的
 経
験
 

 
 

も
ろ
い
 

範
鴫
 で
あ
る
と
思
 う
 。
 

 
 

考
え
 

 
 

生
活
の
 

拍
 
6
 

一
一
一
一
一
一
 弘

 

坂
本
 

人
間
的
応
答
 2
5
 す
る
垂
の
意
味
規
定
 

宗
教
性
ま
た
そ
こ
に
あ
り
て
、
瞭
然
た
り
。
 



寺
侍
の
 史
實
 

１
日
蓮
正
占
 不
 、
大
石
寺
の
例
に
つ
い
て
 

｜
 

佐
藤
行
信
 

 
 

最
初
 

 
 

も
あ
り
 

 
 

に
よ
つ
 

 
 

る
か
な
 

 
 

桂
 を
聴
 

 
 

格
 心
理
 

 
 

は
 特
に
 

次
の
二
点
を
強
調
し
た
い
と
思
 
う
 。
 

 
 

に
超
 

 
 

 
 

ま
で
も
自
己
否
定
的
に
こ
れ
に
関
与
し
て
行
こ
 
う
 と
す
る
。
 

 
 

と
す
る
 

カ
ル
ト
的
性
格
 

 
 

る
の
で
 

 
 

 
 

沖
 
ま
 w
.
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が
 
、
 

 
 

 
 で

 き
 

の
よ
 

三
四
 

弟
 
6
 

 
 

は
 信
仰
 

か
ら
後
世
つ
げ
加
え
ら
れ
た
事
柄
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

 
 

い
ま
す
 

 
 

に
な
り
 

 
 

れ
ま
で
 

 
 

あ
り
さ
 

 
 

古
文
書
 

 
 

、
大
石
 

 
 

那
 で
あ
 

 
 

文
書
に
土
 

 
 

興
 津
 氏
 

 
 

縁
所
と
 

 
 

の
力
 に
 

 
 

す
な
 は
 

 
 

、
そ
れ
 

で
 大
寺
院
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

あ
る
 

 
 

、
東
福
 

 
 

で
あ
り
 

 
 

手
 で
あ
 

 
 

や
、
日
 

 
 

ん
 。
 従
 

 
 

つ
た
様
 



カ
ン
ト
の
宗
教
論
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
ギ
ア
 

佐
藤
 
賢
順
 

 
 

、
人
 

 
 

れ
を
 補
 

 
 

男
 が
な
 

 
 

類
比
は
 

 
 

論
理
の
 

場
合
）
。
 

 
 

も
つ
 

 
 

者
に
つ
 

 
 

的
 ）
で
 

 
 

ソ
ト
 で
 

は
こ
の
論
理
が
い
か
な
る
役
目
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

の
で
 

 
 

れ
は
 単
 

 
 

れ
ば
、
 

研
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報
告
 

 
 

ぎ
く
 な
 

 
 

モ
の
北
 

 
 

が
あ
り
 

 
 

た
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

  
号 
  

  ナ， し 

が 、 

退 
転 
せ 
  
ナ， Ⅰ 

め 
永 
正 
年 
中 

手跡 

を 

  
し 
勝 
大 
寺 

と改 

め、 
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白
山
Ⅲ
 せ
 ）
十
一
 Ⅲ
 
古
 m
W
 

五
日
 

佐
藤
正
 
順
 

 
 

華
寿
 

 
 

は
、
別
 

 
 

を
 実
現
 

 
 

の
方
法
 

が
 類
比
で
あ
る
。
 

 
 

一
さ
 

 
 

な
る
 基
 

 
 

る
 意
図
 

 
 

産
 的
で
 

 
 

徳
 師
法
 

 
 

い
る
。
 

 
 

し
 勿
論
 

 
 

の
で
は
 

 
 

て
、
類
 

 
 

さ
れ
る
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

研
究
 

紀
要
第
四
十
二
 輯
 ）
参
照
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祭
を
執
 

 
 

白
 m
 妙
 

 
 

寺
 の
 勝
 

 
 

m
 社
 は
 

神
主
と
夫
々
 別
箇
に
 管
理
し
て
い
る
。
 

 
 

二
日
 

 
 

部
 と
の
 

 
 

も
の
を
 

 
 

行
う
。
 

 
 

当
夜
は
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

ぅ
 。
 こ
 

 
 

が
 社
前
 

 
 

、
白
山
 

 
 

。
扶
に
 

 
 

三
 、
飛
 

 
 

衆
徒
 達
 

 
 

当
り
 、
 

 
 

前
は
部
 

 
 

ぬ
 方
で
 

 
 

た
 部
落
 

 
 

げ
に
な
 

る
と
し
て
い
る
。
 

佛
教
 比
丘
の
禁
 律
ど
 陣
法
 

佐
藤
留
雄
 

 
 

行
ひ
 

 
 

も
の
で
 

 
 

家
老
 
一
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

か
ら
 出
 

 
 

が
 長
部
 

 
 

め
た
も
 

 
 

こ
と
を
 

誇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
受
 

 
 

の
 出
家
 

 
 

法
 の
 規
 

 
 

出
家
の
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

今
次
 

 
 

が
 祭
の
 

 
 

の
 一
種
 

と
し
て
の
祭
の
姿
が
見
受
げ
ら
れ
る
。
 

一
ナ
Ⅰ
・
 

こ
ハ
 

舐
糖
 

 
 

0
 合
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正
嘉
 

 
 

災
は
、
 

 
 

な
 い
故
 

 
 

正
金
 明
 

堀
田
 
義
遜
 

立
 正
安
輿
論
 ど
 蒙
古
本
 

 
 

他
人
に
 

 
 

の
で
、
 

 
 

が
 具
足
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

で
あ
 

 
 

し
た
こ
 

と
に
な
る
。
 

 
 

で
は
 

 
 

白
文
 清
 

 
 

す
る
と
 

 
 

る
こ
と
 

は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
 

 
 

為
め
 

 
 

で
は
な
 

い
 。
戒
は
時
と
倶
に
 変
 る
の
で
あ
る
。
 

 
 

已
に
 現
 

 
 

ず
、
来
 

 
 

の
 失
政
 

の
 反
省
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

守
 
Ⅹ
Ⅹ
 

カ
 

 
 

四
度
な
 

 
 

渡
 の
 両
 

 
 

と
な
ら
 

 
 

丈
度
 九
 

 
 

し
 ・
 文
 

 
 

っ
て
 来
 

 
 

は
 赦
免
 

 
 

ば
随
へ
 

 
 

べ
か
ら
 

 
 

大
蒙
古
 

 
 

と
、
三
 

 
 

し
て
 何
 

 
 

た
 。
 建
 

 
 

九
州
に
 

 
 

」
れ
を
 聞
 

 
 

本
殿
 へ
 

 
 

と
、
ュ
弔
 

 
 

を
 追
懐
 

 
 

て
 止
ま
 

拍
 
o
 

三
セ
 



  

 
 

解
は
、
 

 
 

し
で
は
 永
 

 
 

し
て
あ
 

 
 

解
 を
あ
 

 
 

存
在
に
 

 
 

げ
、
そ
 

 
 

。
所
で
 

 
 

わ
れ
て
 

 
 

と
し
、
 

 
 

と
な
る
 

 
 

在
し
な
 

 
 

こ
と
が
 

 
 

中
に
現
 

 
 

し
ょ
う
 

 
 

ろ
 う
と
 

 
 

o
 
で
あ
 

 
 

注
意
す
 

島
本
 

清
 

ァ
ク
 グ
ス
テ
ィ
 ヌ
ス
 の
 コ
 告
白
し
に
ふ
け
 ろ
 

時
間
に
つ
い
て
 

な
い
も
の
で
あ
る
。
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去
 さ
れ
 

 
 

超
越
し
 

新
興
宗
教
に
於
け
る
掻
取
 木
捨
及
ぴ
 

肉
体
教
典
の
原
理
 

白
 

m
 
 

文
正
 

 
 

人
と
 

 
 

中
心
と
 

し
て
述
べ
る
。
 

 
 

衆
生
 

 
 

霊
力
に
 

 
 

し
な
い
 

 
 

こ
の
 様
 

 
 

現
在
の
 

 
 

が
 持
続
 

 
 

し
な
く
 

 
 

」
と
が
 出
 

 
 

ぬ
 待
と
 

 
 

あ
ら
わ
 

 
 

て
 時
間
 

 
 

る
 。
 

三
八
 

町
 
0
 

 
 

に
 由
来
 



    

 
 

る
 。
 従
 

 
 

の
 内
部
 

 
 

依
る
 受
 

 
 

す
る
 生
 

 
 

原
理
と
 

 
 

あ
る
こ
 

 
 

於
け
る
 

 
 

於
て
 、
 

言
及
さ
れ
て
い
る
。
 

「
宗
教
的
ア
ブ
 
サ
オ
ソ
ど
 歴
史
 し
 

鈴
木
香
 覚
 

 
 

干
の
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簡
 、
祓
 い
し
 初
等
に
依
っ
て
も
可
能
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

理
 を
説
 

体
 せ
 

 
 

所
縁
 諸
 

 
 

元
 の
 複
 

 
 

、
信
者
 

 
 

於
け
る
 

 
 

 
 

つ
て
、
 

 
 

Ⅱ
 
ト
 
。
臣
一
皿
 

 
 

釈
 、
 書
 

 
 

形
成
 

 
 

験
 を
個
 

 
 

を
 見
る
。
 

 
 

ら
れ
る
 

 
 

在
す
る
 

 
 

る
 歴
史
的
 

 
 

と
 西
洋
 

 
 

 
  

 

三
九
 

 
 

入
り
 宗
 

 
 

実
 と
宗
 

 
 

」
を
 問
 

 
 

年
ノ
八
 
ソ
 
Ⅰ
 e
 

 
 

。
宗
教
 

 
 

素
質
が
 

 
 

の
事
を
 

 
 

ら
 発
展
 

 
 

で
 人
間
 

 
 

於
る
神
 

 
 

て
 指
示
 

 
 

ら
 宗
教
 

 
 

の
 根
源
 

 
 

々
の
七
 
%
 

 
 

再
認
 せ
 

 
 

開
 が
あ
 

る
 。
 



 
 

れ
る
。
 

 
 

式
 を
と
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

存
 の
 自
 

 
 

ぅ
 聖
書
 

 
 

 
 

、
 此
の
 

 
 

る
 。
 か
 

 
 

、
存
在
 

 
 

か
く
て
 

 
 

口
 す
る
 

) 見 じ 
に て 
関い 

  
共そ 
ほ の 

超核 
越心 
に た 
も る 

関町 
わ能 

実り、 的 
そ、 存 
の ) と 

被は 
扱何 

  
恩 、 実 
寵存 
r Ⅰ ま 

よ 巳 
る れ 
貝葉 事 Ⅰ 珪ヨ 

の
神
秘
主
義
」
は
二
重
の
而
も
も
っ
と
 

れ
な
い
と
思
は
れ
る
 両
 世
界
の
代
表
者
 

の
 同
時
代
者
的
発
展
の
併
行
と
集
合
を
 

実
現
さ
れ
た
 ヌ
ミ
ナ
 の
中
に
 ヌ
 ミ
ノ
 ｜
 

様
に
、
後
者
に
あ
っ
て
 、
 霊
が
死
し
人
 

な
る
神
性
の
神
秘
的
体
験
の
比
較
研
究
 

質
の
実
現
と
聖
な
る
も
の
の
感
得
を
見
 

実
存
神
学
に
つ
い
て
 鈴

 叩
 

ブ
 リ
は
実
存
神
学
を
新
た
に
提
唱
し
 

も
 深
い
 グ
ル
ソ
ド
 に
お
い
て
相
容
 

の
神
秘
的
根
木
経
験
を
選
び
、
 そ
 

見
る
。
而
し
て
前
者
に
お
い
て
、
 

ゼ
の
 感
情
の
諸
要
素
を
再
認
す
る
 

格
的
な
神
す
ら
も
消
滅
す
る
永
遠
 

に
お
い
て
、
真
正
な
る
宗
教
的
 索
 

る
の
で
あ
る
。
 

木
 

康
治
 

そ
の
必
然
性
と
可
能
性
と
を
 論
 

研 

究 

報 

告 

道
教
に
於
け
る
達
磨
 

関
口
真
大
 

 
 

出
さ
 

 
 

化
的
思
 

 
 

曲
行
為
 

 
 

え
る
も
 

 
 

、
そ
の
 

 
 

ぅ
と
す
 

 
 

唯
一
回
 

 
 

の
 一
回
 
性
 

の
 謂
で
つ
た
。
そ
こ
に
、
事
実
贈
与
と
い
う
立
場
が
あ
る
。
 か
く
て
 

 
 

き
 、
 即
 

 
 

己
 理
解
 

 
 

断
と
し
 

 
 

を
 排
除
 

 
 

開
く
と
 

 
 

く
て
も
 

 
 

か
ど
う
 

 
 

信
仰
 と
 

同
義
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
が
。
 

己 
理 
解 

であ 

る 。 

（ 

問題 

を 
胎 

むが 。   

此 
れ 
は 

  
現 
実 
性 
と、 

全体 

挺 2 



 
 

七
銭
 巻
 

 
 

て
い
，
 
え
 

ば
 、
そ
の
第
六
百
八
十
九
冊
で
、
大
友
 
部
 に
属
し
て
い
る
。
 

 
 

明
ら
 

 
 

代
 に
助
 

 
 

か
っ
て
 

 
 

も
 甚
だ
 

 
 

密
法
を
 

 
 

る
と
い
 

 
 

て
、
い
 

 
 

 
 

 
 

真
先
 

 
 

、
曇
鸞
 

 
 

」
の
一
巻
 

 
 

の
 存
在
 

 
 

い
て
 更
 

 
 

こ
の
よ
 

 
 

は
な
い
 

 
 

二
人
だ
 

 
 

<
 

 
 

ゐ
ホ
 
の
 

 
 

象
徴
化
 

 
 

気
息
 調
 

 
 

に
 大
い
 

研
究
報
告
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四
一
 

 
 

し
て
 取
 

 
 

二
の
二
 

 
 

云
 う
思
 

ァ
ク
グ
ス
チ
ヌ
ス
 に
於
け
る
ム
間
不
滅
論
 

関
根
豊
明
 

 
 

間
の
 

 
 

な
る
 存
 

 
 

れ
 故
に
 

 
 

る
も
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

の
 0
 目
 ・
 

 
 

証
せ
ら
 

 
 

っ
て
は
 

 
 

な
く
 聖
 

 
 

リ
ン
ト
 

 
 

口
 の
 説
 

 
 

「
動
物
 

 
 

0
0
 
Ⅰ
 
つ
 目
の
 

 
 

点
 に
関
 

 
 

の
で
あ
 

に
 研
究
を
要
す
る
問
題
の
多
い
こ
と
に
注
意
さ
せ
ら
れ
る
。
 



自
我
の
問
題
 

 
 

e
 
e
g
o
 

）
 

シ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
観
を
中
心
と
し
て
 

｜
 

高
木
き
ょ
 子
 

 
 

一
人
 

 
 

を
あ
げ
 

 
 

注
 3
 ⑧
 

 
 

に
よ
つ
 

 
 

0
 分
野
 

 
 

し
み
の
 

研
究
報
告
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

に
 依
 っ
 

 
 

除
去
さ
 

 
 

天
上
的
 

 
 

オ
リ
ゲ
 

 
 

異
る
 。
 

 
 

グ
ス
 

 
 

よ
 
十
月
 

、
。
 

@
V
 

 
 

去
 さ
れ
 

 
 

せ
ら
れ
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

て
み
 

 
 

の
 自
我
 

 
 

社
会
的
 

 
 

と
す
る
 

 
 

追
求
 と
 

 
 

に
よ
つ
 

 
 

、
経
験
 

 
 

る
 。
 家
 

 
 

生
死
 観
 

を
 考
え
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 
う
 。
 

 
 

に
あ
る
 

 
 

（
）
し
て
 

い
る
自
我
で
あ
る
。
 

 
 

自
己
 

 
 

の
さ
ま
 

 
 

一
つ
の
型
 

 
 

 
 

が
 で
 き
 

る
と
思
 う
 。
 

 
 

足
し
 

 
 

て
夫
 つ
 

 
 

将
来
の
 

 
 

逆
 で
あ
 

る
 。
 

314 



研
究
報
告
 

四
三
 

そ に 木ぃ と                                                                                                     

  

  

今 
王 " 

口脇 物 
語 
集 
ナし Ⅰ 竹 Ⅰ 

あ 

け 
る 

佛 
教 
誇 
話 
の 

様 
相 

 
 

く
の
 学
 

 
 

ぅ
 語
に
 

 
 

対
 の
 立
 

 
 

第
一
の
 

315 

 
 

だ
定
 

 
 

困
難
 も
 

原
始
キ
リ
ス
ト
教
 ど
ノ
ス
 チ
シ
ズ
ム
 

虔
 

高
橋
 

 
 

敏
 で
あ
 

 
 

い
わ
れ
 

 
 

苑
 疎
林
 

 
 

部
 が
前
 

 
 

亘
篇
が
 

集
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ぬ
転
 

 
 

三
国
お
 

 
 

と
 倫
理
 

 
 

と
 啓
蒙
 

 
 

き
と
し
 

 
 

思
 う
の
 

で
あ
る
。
 



  

 
 

避
 け
 

 
 

ス
を
指
 

 
 

キ
オ
ソ
 

 
 

ス
 ）
 を
 

 
 

こ
の
時
 

代
 の
 作
 と
な
る
。
 

 
 

ヘ
ユ
ソ
 

 
 

異
端
者
 

 
 

ら
か
の
 

関
連
を
示
し
て
い
る
。
 

 
 

者
ピ
 

 
 

ぎ
 ）
 な
 

 
 

6
 名
詞
 

 
 

の
 書
簡
 

 
 

第
一
の
 

 
 

に
お
 け
 

 
 

ア
ミ
 ウ
 

ル
ゴ
ス
 な
ど
は
特
に
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

大
乗
 

 
 

秘
宗
教
 

 
 

が
ユ
 ダ
 

ヤ
的
黙
示
文
学
の
影
響
も
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
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偽
り
の
 

 
 

（
一
 
八
 
%
 
ハ
 

 
 

と
し
て
 

 
 

と
で
も
 

 
 

語
 に
統
 

 
 

ル
ヂ
ヤ
 

 
 

様
に
現
 

 
 

、
 「
 
ソ
ボ
 

 
 

金
親
 
を
 

 
 

う
 。
 彼
 

 
 

に
 集
団
 

 
 

消
さ
れ
 

 
 

主
義
的
 

 
 

0
 集
合
 

 
 

。
こ
れ
 

 
 

自
体
で
 

 
 

ル
ノ
ス
 

 
 

に
 到
る
 

 
 

な
り
と
 

四
四
 

1
6
 

 
 



  

 
   

  

 
 

ね
 た
 

研
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報
告
 

 
 

僻
者
の
神
祇
 観
 

竹
園
 
賢
了
 

 
 

っ
た
 

 
 

理
を
以
 

 
 

教
が
固
 

 
 

ね
 、
 こ
 

 
 

も
，
 
の
で
 

 
 

べ
た
も
 

 
 

記
 が
あ
 

 
 

、
こ
 

Ⅰ
ヰ
ハ
・
 

）
 
カ
 

を
 知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

を
 介
し
 

 
 

覚
醒
 さ
 

 
 

ら
 解
放
 

 
 

的
 キ
リ
 

 
 

が
 躍
動
 

 
 

「
 ソ
ボ
 

 
 

え
て
、
 

 
 

事
柄
で
 

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

自
由
 ど
悪
 

ン
ト
 は
自
由
の
 確
立
を
 

籠
 

目
指
し
た
が
、
 

無
道
 

そ
の
故
に
反
っ
て
悪
の
根
元
 

四
五
 

  317 

 
 

た
 。
 依
 

 
 

し
て
い
 

 
 

研
師
 は
 

 
 

に
 関
し
 

 
 

気
記
私
 

 
 

ら
の
 書
 

 
 

通
念
で
 

 
 

三
重
の
 

 
 

医
 し
た
 

 
 

て
、
天
 

 
 

、
華
厳
 

 
 

 
 

 
 

浄
土
宗
 

 
 

主
張
し
 

 
 

り
は
、
 

 
 

教
の
中
 

 
 

て
は
 特
 

に
 注
目
す
べ
 き
 点
で
あ
る
。
 



  

  

  

る足 みと生そ 精 とあ 神間瓦 物か望よ割 シめ て於に 、 性 

  
五
型
 固
 詮
の
源
泉
に
つ
い
て
 

田
中
手
女
郎
 

 
 

経
巻
 

 
 

検
討
す
 

 
 

、
娑
婆
 

 
 

出
家
請
 

四
土
 
ハ
 

 
 

で
あ
・
 
ろ
 

 
 

底
 と
し
 

 
 

て
い
る
 

 
 

、
 善
の
 

 
 

が
顕
わ
 

 
 

」
の
善
の
 

 
 

的
に
人
 

 
 

詮
 悪
 め
 

ウ
ン
ベ
グ
ラ
イ
フ
リ
ッ
プ
 

 
 

越
え
て
 

 
 

ソ
ト
 を
 

 
 

る
と
も
 

 
 

、
自
由
 

 
 

ソ
リ
ソ
 

 
 

た
の
で
 

あ
る
。
 

鍵
 
8
 



を
 記
す
中
河
合
屋
愛
称
 経
 ・
四
分
律
・
五
分
 
律
 ・
 

す
る
と
、
中
河
合
 と
 愚
論
と
で
は
此
の
物
語
が
互
 

さ
れ
て
居
り
、
四
分
律
・
五
分
律
の
記
述
も
母
論
 

含
 で
は
女
人
出
家
を
許
さ
れ
た
仏
の
善
知
識
と
し
 

ね
 、
 愚
 論
等
で
は
女
人
出
家
の
許
可
に
尽
力
し
た
 

さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
対
立
は
、
 
愚
 論
の
 五
 堅
固
 説
 

迦
葉
と
の
微
細
 戒
 に
関
す
る
対
話
の
前
後
厄
 よ
 く
 

論
 の
 五
 堅
固
 説
は
反
 阿
難
的
・
持
戒
中
心
的
な
も
 

対
し
、
大
集
経
の
五
堅
固
説
の
前
後
に
は
善
知
識
 

れ
る
。
し
か
し
上
記
の
三
つ
の
 五
 堅
固
 説
 は
い
 づ
 

に
 解
脱
堅
固
の
消
滅
を
説
く
点
で
は
一
致
し
て
 
居
 

対
す
る
解
釈
の
点
で
 呉
 る
。
娑
婆
 論
 の
 四
 堅
固
 説
 

実
智
見
の
顛
落
」
が
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
上
記
 

題
 に
関
し
て
烈
し
い
対
立
と
な
り
、
南
木
津
 
薬
経
 

六
等
に
見
ら
れ
る
羅
漢
殺
害
事
件
に
至
っ
た
か
の
 

ち
 、
阿
難
の
微
細
荻
に
関
す
る
一
言
は
破
戒
の
口
 

と
 見
ら
れ
、
大
集
経
の
五
堅
固
の
中
の
闘
詩
堅
固
 

示
せ
る
も
の
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
仏
が
 
容
 

れ
 ざ
り
し
理
由
が
 、
 之
を
許
せ
ば
梵
行
が
久
住
 し
 

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
之
を
許
 

河
合
巻
 四
 0
 梵
行
径
 尊
め
 「
善
知
識
玄
人
肌
足
金
 

な
 根
拠
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
此
の
善
知
識
の
餅
 

行
く
仏
教
界
が
そ
の
破
局
の
内
省
に
於
て
帰
す
る
 

ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
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毘
尼
 埋
経
巻
一
を
比
較
 

に
異
 つ
た
観
点
か
ら
 記
 

に
 近
い
。
即
ち
、
中
町
 

て
 餅
盤
が
強
く
示
さ
 

阿
難
の
過
ち
が
強
く
示
 

の
 直
前
に
あ
る
阿
難
 と
 

あ
ら
は
れ
て
居
り
、
 母
 

の
と
見
ら
れ
る
。
之
に
 

の
焼
 益
の
強
調
が
見
ら
 

れ
も
仕
入
滅
五
百
年
後
 

り
 、
た
ど
此
の
消
滅
に
 

ほ
 つ
い
て
は
所
謂
「
 如
 

0
 対
立
は
、
微
細
城
間
 

巻
 一
丁
 
ハ
 ・
大
集
経
巻
 五
 

如
く
見
ら
れ
る
。
 
即
 

突
 と
し
て
悪
用
さ
れ
た
 

も
こ
の
殺
害
事
件
を
暗
 

易
 に
女
人
出
家
を
許
さ
 

な
く
な
る
点
に
あ
っ
た
 

さ
れ
た
根
拠
は
、
 増
一
 

梵
行
立
人
」
な
る
動
的
 

益
は
、
 時
と
共
に
乱
れ
 

根
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
 

  

田
中
 
幅
照
 

 
 

 
 

係
に
 於
て
初
め
て
存
し
得
る
も
の
は
固
定
的
性
質
を
も
た
ず
、
 

無
 で
あ
 

 
 

て
把
，
ぇ
 

 
 

超
え
た
 

 
 

し
て
い
 

 
 

義
 が
あ
 

 
 

る
 限
定
 

を
 絶
し
て
い
る
、
即
ち
「
で
な
い
」
の
意
味
の
空
で
あ
る
。
 

 
 

ず
無
 

 
 

し
か
し
 

 
 

有
 を
破
 

 
 

っ
て
 毎
 

 
 

を
 指
摘
 

 
 

ム
 っ
て
も
 

 
 

る
 。
 絶
 

 
 

げ
ら
れ
 

 
 

に
道
は
 

 
 

の
で
な
 

 
 

存
在
で
 

四
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空 

ど
 
識 



受
胎
信
仰
 

柳
瀬
 
襄
爾
 

 
 

物
と
 

 
 

い
ろ
の
 

 
 

命
名
、
 

 
 

そ
の
こ
 

 
 

的
な
受
 

 
 

念
 で
あ
 

る
 。
 こ
ュ
 で
問
題
と
す
る
の
は
第
三
の
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
 

自
ら
の
 

 
 

て
 識
は
 

 
 

わ
れ
る
 

 
 

。
そ
れ
 

 
 

も
の
は
 

 
 

て
 識
の
 

 
 

る
 。
 し
 

 
 

な
立
場
 

 
 

た
 識
は
 

 
 

に
 観
念
 

 
 

て
も
の
 

 
 

研
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四
八
 

勿
 

 
 

 
 

 
 

生
 を
く
 

 
 

か
れ
た
 

 
 

件
 で
な
 

 
 

さ
れ
て
 

 
 

は
昇
 る
 

 
 

ぅ
 で
あ
 

ろ
 う
か
 。
 

 
 

ス
ト
 

 
 

ム
 で
は
 

 
 

リ
ア
の
 

 
 

そ
の
 西
 

 
 

で
し
か
 

 
 

の
み
 再
 

 
 

げ
る
 此
 

 
 

リ
ア
の
 

 
 

雲
見
 信
 

 
 

る
と
い
 

っ
た
 民
族
に
は
葬
法
に
文
化
 混
清
 が
あ
る
。
 

 
 

で
あ
 

 
 

て
 触
れ
 

 
 

モ
ン
タ
 

 
 

て
、
外
 

 
 

母
性
も
 



  

  

研
究
報
告
 

 
 

ガ
の
 

 
 

方
面
は
 

 
 

面
か
ら
 

 
 

ぬ
 倒
の
神
Ⅱ
 

曲
 ）
 

 
 

ざ
 ）
 と
 

 
 

完
成
を
 

 
 

の
 規
定
 

 
 

自
己
 存
 

 
 

な
ヴ
ェ
 

 
 

と
し
て
 

 
 

）
教
師
、
 

 
 

者
 」
を
 教
 

 
 

と
 云
わ
 

 
 

内
の
教
 

玉
城
 
康
 
四
郎
 

オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
に
あ
け
る
 絶
判
 者
の
追
究
 

 
 

の
こ
の
 

 
 

民
族
も
 

 
 

オ
ー
ス
 

 
 

に
 抑
圧
 

せ
ら
れ
た
無
知
で
あ
る
。
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が
 
で
 き
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

」
と
で
あ
 

 
 

要
 で
あ
 

 
 

す
る
こ
 

 
 

の
な
か
 

 
 

ち
で
あ
 

り
、
 

 
 

 
 

 
 

集
中
し
 

 
 

（
 
巾
 e
 ）
Ⅰ
）
 

 
 

転
じ
、
 

 
 

者
で
あ
 

 
 

え
て
み
 

 
 

は
 自
我
 

 
 

せ
る
も
 

 
 

「
自
我
 

 
 

段
 で
あ
 

 
 

」
と
も
 

 
 

ぽ
く
 信
 

煩
 し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

  



    

  

 
 

絶
対
 

 
 

の
に
 就
 

 
 

た
 絶
対
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

界
は
相
 

 
 

い
て
い
 

 
 

乃
至
は
 

 
 

で
、
絶
対
 

 
 

み
な
さ
 

 
 

大
な
も
 

の
と
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

神
学
 

 
 

こ
と
で
 

 
 

を
 否
定
 

 
 

と
い
う
 

 
 

な
の
 絶
 

 
 

こ
と
を
 

 
 

故
 、
唯
 

 
 

え
ら
れ
 

田
村
芳
朗
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二
種
の
絶
対
曲
 造
 の
問
題
 

三
心
の
問
題
に
つ
い
て
 土

屋
北
道
 

 
 

あ
る
 

が
 、
三
心
の
強
調
に
留
意
し
た
い
。
 

 
 

其
の
 

 
 

の
中
心
 

 
 

当
時
の
 

 
 

下
 の
 鎚
 

 
 

即
ち
 異
 

 
 

て
、
最
 

 
 

し
と
 
。
 例
 

 
 

り
、
凡
 

 
 

し
 批
判
 

 
 

、
相
対
 

 
 

の
 救
い
 

 
 

世
相
に
 

 
 

、
た
と
 

 
 

あ
げ
た
 

 
 

」
と
は
、
 

他
 の
講
師
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
 

五
 O
 

盤
 

 
 

 
 

」
の
点
を
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て
い
る
 

葵
 

3
 

五
一
 

 
 

に
 二
刀
 

 
 

御
酌
 分
 

 
 

れ
て
ぃ
 

る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。
 

 
 

の
ま
 

 
 

生
 は
と
 

 
 

」
「
 す
 

 
 

念
仏
に
 

 
 

あ
る
と
 

 
 

不
明
確
 

 
 

浄
土
 思
 

想
 史
研
究
の
鍵
で
も
あ
る
。
 

 
 

①
 平
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 す
る
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ホ
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間
 

 
 

 
 

的
 徹
底
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し
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祖
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さ
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と
考
え
る
。
 

 
 

言
 す
れ
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数
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う
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然
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ヰ
よ
 

臣
わ
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巻
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井
の
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れ
て
き
た
。
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宝
（
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こ
と
 

 
 

」
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と
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問
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。
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ろ
う
 

 
 

と
し
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決
断
が
 

 
 

る
と
こ
 

 
 

対
 否
定
 

 
 

ぎ
つ
 ま
 

 
 

た
と
ぎ
 

 
 

説
 に
注
 

 
 

反
復
を
 

瞬
間
瞬
間
の
一
命
，
 一
 と
し
て
見
い
だ
し
た
い
も
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あ
る
。
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来
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れ
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。
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あ
 
ま
 

 
 

経
 
（
 
亀
 

 
 

式
 で
あ
 

 
 

四
行
）
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礼
 に
従
 

い
か
つ
を
 

み
 

 
 

烏
賊
 

い
か
つ
を
 

津
使
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一
旦
、
 
壱
 

 
 

 
 

 
 

を
 否
定
 

 
 

も
の
で
 

 
 

用
 と
し
 

 
 

上
 を
和
 

 
 

ス
 古
事
 

 
 

%
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ヒ
の
詳
 

 
 

か
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な
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を
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た
 

 
 

｜
に
接
 

 
 

前
後
十
 

 
 

0
 
の
 ヨ
 の
 ひ
 

 
 

」
 ｜
鈴
 

 
 

づ
れ
も
 

 
 

て
 公
表
 

 
 

結
婚
と
 

 
 

の
 経
過
 

 
 

も
の
で
 

 
 

る
 。
 書
 

 
 

も
の
で
 

 
 

同
志
社
 

 
 

の
 決
断
 

の
夏
 ｜
 一
八
八
五
年
」
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

通
に
 

 
 

の
グ
巨
 

 
 

の
 「
 決
 

 
 

ス
タ
ー
 

 
 

に
 善
途
 

 
 

心
 が
な
 

 
 

々
、
 
心
穏
 

 
 

圧
し
た
 

天
理
教
の
伝
道
理
念
 中

島
秀
夫
 

 
 

含
ま
 

 
 

そ
の
 確
 

 
 

要
求
す
 

 
 

ほ
ど
、
 そ
 

 
 

的
な
 伝
 

 
 

こ
こ
に
 

 
 

の
も
の
 

 
 

化
に
与
 

 
 

の
 現
実
 

 
 

る
 伝
道
 

 
 

も
の
、
 

い
わ
ば
そ
れ
の
論
理
的
構
造
で
あ
る
と
言
 
う
 べ
 き
 あ
ろ
う
。
 

 
 

救
済
 

リ
ー
と
の
 軽
遁
に
 待
た
ね
 ば
 な
ら
な
か
つ
た
。
 

 
 

の
 一
明
 

 
 

持
主
に
 

 
 

に
よ
つ
 

て
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断
を
誤
っ
て
は
な
ら
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。
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と
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る
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と
 

 
 

の
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㏄
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㏄
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い
る
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い
る
の
 

 
 

生
き
方
 

 
 

基
づ
き
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.
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 設
定
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践
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の
 実
際
 

 
 

的
な
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伝
道
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中
野
 
幡
能
 

 
 

れ
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憎
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中
 

 
 

は
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。
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時
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独
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い
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。
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成
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。
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・
宮
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。
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尊
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司
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仏
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、
各
家
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。
 

 
 

、
現
 

 
 

戊
院
と
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催
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。
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。
 

五
山
 
ハ
 

3
2
8
 

 
 

な
 箇
所
 



  

冗
 

中
村
 

 
 

 
 

想
 と
し
 

巻
参
 

 
 

ラ
ー
ラ
 

 
 

所
有
 処
 

 
 

し
 得
ず
 

 
 

、
こ
の
 

 
 

諒
 し
た
 

 
 

こ
ろ
で
 

 
 

し
ば
し
 

 
 

の
の
 

は
 
叶
 
0
.
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光
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。
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 ｜
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戸
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六
三
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身
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の
で
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か
ら
も
 

 
 

味
 を
持
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。
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意
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。
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Ⅰ
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。
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。
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。
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決
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こ
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土
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に
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い
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曲
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よ
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。
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。
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。
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。
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。
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Ⅱ
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。
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。
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事
実
と
 

こ
の
関
係
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力
で
あ
 

行
わ
れ
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い
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が
 

神
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役
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い
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ほ
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え
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近
精
神
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前
で
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け
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。
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さ
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 又
 天
理
教
的
人
間
の
信
仰
向
上
へ
の
 

の
 戒
め
の
た
め
に
さ
れ
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人
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筆
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。
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。
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の
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用
 さ
れ
 

  

 
 

巻
に
 

  

ズ
リ
ト
 

 
 

入
信
心
 

 
 

 
 

 
 

た
ま
ふ
 

 
 

陀
 に
た
 

 
 

ほ
か
に
 

 
 

次
の
よ
 

 
 

@
 
 二
、
 

 
 

ほ
 で
あ
 

 
 

こ
と
で
 

 
 

特
に
重
 

要
 視
さ
れ
て
い
る
。
 

  
せ と現役なれに 
て 思さでく は 於 

眞 
准 三七Ⅰ 

刀 。 研 
Ⅰ こ   
旅 け 先   る 

6 章 歎と 信す考 イ "  吉 日 報 
なの異で」 るえ 

告 
い 

て 

  

を 譲二の宗 信江     ひ れ所端で と 

め れ ・ 第某   
つの 朝 回にの 

たでの学 。 あ 心 余 至 る 「 見 

こる理に間神 の。 生 お ほ の 

  
綱 
島   

梁 
ノ Ⅰ『   

体わ理ぃ 前夫 の 

見 
神 
Ⅰ そ二 

い     
白蟻結のこ 某 皓     

風 盾を如 しはの て     
れみ く さ しこ は 関 
てな掘れたこ 所係 
ゆ が り なこで謂に 

  

摘向 たそに五題 す 
すに 観 れ 於定 でる   
げて に 止横 体 ば生益がが こ 活 」、 あ 

 
 

こ
と
を
 

一
フ
 

 
 

経
言
 。
 聞
 

 
 

キ
テ
 

 
 

る
が
、
 

レ
 し
上
 
ハ
 

 
 

と
の
 仰
 

緒 8 



 
 

 
 

  

酌
人
格
性
を
自
証
し
、
永
生
を
確
信
す
る
に
至
っ
 

そ
し
て
こ
れ
を
、
友
人
に
あ
て
た
書
簡
の
中
で
「
 

（
Ⅰ
 

よ
 ）
 

ざ
る
心
霊
上
の
事
実
と
相
成
り
 
侯
 」
と
記
し
て
い
 

の
 実
験
が
」
た
び
明
治
三
十
八
年
 
セ
月
 雑
誌
「
 新
 

や
 、
さ
ま
ざ
ま
な
る
反
響
が
ま
ぎ
お
こ
さ
れ
た
。
 

家
の
中
に
は
同
情
あ
る
声
も
あ
っ
た
が
、
精
神
病
 

手
ぎ
 び
し
く
 非
 離
し
た
。
幻
覚
性
精
神
病
症
状
と
 

協
 百
枝
ら
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
見
神
 

は
 別
と
し
て
、
こ
の
体
験
以
後
、
理
想
我
と
現
実
 

動
揺
が
克
服
さ
れ
、
神
を
思
慕
し
て
充
た
さ
れ
る
 

え
 し
も
な
ぎ
悲
哀
の
要
求
」
が
遂
に
充
た
さ
れ
、
 

神
と
共
に
た
の
し
む
」
常
楽
の
境
地
に
至
っ
た
 
と
 

見
神
の
体
験
を
病
的
妄
想
や
幻
覚
と
い
う
客
観
的
 

り
も
、
梁
川
一
個
の
人
格
に
即
し
て
、
そ
の
主
体
 

え
る
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
ろ
う
。
見
神
の
実
験
は
 

こ
、
 

ヰ
ハ
 
・
 
カ
 。
 

今
 そ
の
一
つ
の
例
証
と
し
て
、
か
っ
て
あ
れ
 
程
 

煩
悶
と
が
、
見
神
を
契
機
と
し
て
全
く
価
値
を
逆
 

ふ
れ
る
媒
介
者
と
し
て
 5
 げ
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

の
 全
 き
 質
的
変
化
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
見
神
 

0
 
。
け
 
く
 。
お
）
 

0
 目
 と
な
し
得
よ
う
。
 

註
 （
 
1
 ）
明
治
三
十
 セ
年
 、
中
 桐
確
 
太
郎
宛
書
 

註
 
梁
川
の
云
う
実
験
は
 m
M
 
Ⅰ
 m
q
 
ロ
ヨ
 
0
 耳
の
 

げ
巨
 
c
e
 

の
こ
と
で
あ
る
。
 

研
究
報
告
 

簡
 

意
味
で
な
く
 
文
 石
マ
 

た
と
告
白
し
て
い
る
。
 

一
点
も
動
か
す
べ
か
ら
 

る
 。
し
か
し
こ
の
見
神
 

人
 」
に
発
表
さ
れ
る
 

一
部
の
宗
教
家
や
思
想
 

理
学
者
や
心
理
学
者
は
 

判
断
し
た
呉
秀
三
や
門
 

が
 幻
覚
で
あ
る
か
否
か
 

我
の
相
反
し
た
人
格
の
 

こ
と
な
か
っ
た
「
た
と
 

「
神
と
共
に
 
肪
 ら
ぎ
、
 

い
う
こ
と
は
、
も
は
や
 

事
態
に
お
い
て
み
る
 ょ
 

的
な
意
味
に
お
い
て
 捉
 

梁
川
に
何
を
も
た
ら
し
 

彼
を
苦
し
め
た
病
患
 と
 

乾
 さ
せ
、
神
の
恩
寵
に
 

を
 指
摘
で
き
る
。
人
格
 

の
 体
験
を
も
つ
て
彼
の
 

道
端
 
良
秀
 

 
 

ゆ
衆
 

 
 

ゆ
が
 平
 

 
 

会
 共
同
 

 
 

が
 行
わ
 

 
 

施
や
、
 

社
会
奉
仕
の
精
神
が
導
か
れ
る
。
 

 
 

受
容
 

 
 

国
人
に
 

 
 

ど
に
よ
 

 
 

生
 思
想
 

 
 

罪
 の
 策
 

 
 

 
 

 
 

多
く
出
 

 
 

禁
 屠
殺
 

 
 

の
 天
下
 

 
 

 
 

牲
を
 

 
 

で
あ
っ
 

 
 

ほ
 斎
の
 

セ
七
 

中
国
 佛
 教
の
社
会
倫
理
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こ
と
は
 

み
め
 が
せ
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

要
因
を
 

 
 

体
 機
能
 

近
時
心
理
学
や
臨
床
医
学
の
研
究
分
野
に
於
て
 
、
 

研
究
は
相
当
重
要
な
位
置
を
し
め
る
よ
 
う
 に
な
り
、
 ハ

 ー
ソ
ナ
リ
テ
 ィ
 の
 

そ
の
中
で
パ
ー
 ッ
ナ
 

と め る ぅ で は は五行   

研
究
報
告
 

 
 

春
山
 ハ
 

 
 

男
子
 

 
 

え
方
 

 
 

思
想
 

 
 

た
ょ
 

 
 

出
来
 

 
 

事
業
 

 
 

る
こ
 

 
 

 
 

宗
教
的
動
機
づ
け
 忙
 つ
い
て
 

｜
 特
に
パ
ス
カ
ル
の
場
合
 ｜
 

甫
 

慈
朗
 

｜
 主
要
文
献
 ｜
 

 
 

 
 

（
パ
ス
カ
ル
、
冥
想
 鍬
 、
由
木
皮
 訳
 
白
水
栓
）
 

 
 

（
 オ
 ル
ポ
ー
ト
、
個
人
と
宗
教
、
原
令
達
雄
訳
岩
波
現
代
 叢
 

き
月
）
 

弓
 Ⅰ
 0
 ヨ
ョ
・
 め
 ・
）
口
笛
 け
 0
 片
ま
 5
8
 目
 

（
 7
p
 ム
 、
人
間
に
お
け
る
自
由
、
谷
口
、
早
坂
共
訳
割
元
 

社
 ）
 

め
の
の
（
 

毛
 8
 包
 一
 
，
 ロ
 ・
三
・
二
Ⅱ
 帝
 （
 -
0
4
w
 

づ
 れ
ロ
 
O
h
 
M
 

廿
め
 

n
p
 

（
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
・
パ
ス
カ
ル
復
興
、
由
木
 康
訳
 
白
水
仕
）
 

 
 

一
巻
）
 

石
津
 照
璽
 、
宗
教
哲
学
の
問
題
と
方
向
、
（
弘
文
 堂
 ）
 

 
 

と
 指
摘
 

 
 

る
も
の
 

 
 

附
加
し
 

 
 

於
て
み
 

 
 

左
 の
 不
 

安
 に
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

宗
教
へ
 

 
 

そ
う
と
 

 
 

の
で
あ
 

る
 。
 

セ
八
 

3
5
0
 

 
 

で
あ
 



  
  

  

時
に
宗
教
が
あ
る
こ
と
を
認
知
す
る
に
至
ら
し
め
ら
れ
る
。
 

 
 

と
す
る
Ⅰ
 

お
 

研
究
報
告
 

七
九
 

 
 

五
 感
覚
 

的
 世
界
か
ら
の
解
放
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

全
体
 

 
 

至
は
絶
 

 
 

が
 現
実
 

 
 

現
実
的
 

 
 

至
る
。
 

 
 

於
て
 示
 

 
 

ね
 、
 同
 

 
 

的
宗
 

 
 

お
い
て
 

 
 

て
は
、
 

之
を
三
分
し
て
い
る
。
 

 
 

永
遠
 

 
 

、
人
生
 

 
 

ね
 、
 こ
 

宮
崎
 

彰
 

み
て
は
ど
う
か
。
今
こ
の
見
地
に
た
り
て
考
え
て
み
る
。
 

 
 

明
ら
 

ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
 
串
｜
プ
ク
 の
宗
教
思
想
 

へ
｜
グ
が
棺
祀
 現
象
論
に
み
ら
れ
る
 

宗
教
へ
の
道
 

三
原
 

鮪
 

 
 

つ
 

 
 

る
論
 

 
 

こ
と
 

 
 

容
を
 

 
 

る
こ
 

 
 

れ
る
 と と 明 ガ 理い 

は且於 
一唯 てこ   

6 枚このにさ中のの 立よ 
も でとこ 絶 れに 側あ すぅ 

  

精神 

にて l 枠 

  

現 はの く のが ぅ 己と 
象 、 立も であ 一誌 し 
論己場 く あ る つ識て 

段限 紀夫 

  

試諾堺る 逆 はれ実に 



    

 
 

愛
の
 

  

八
ロ
 

り
 

 
 

 
 

 
 

本
来
 
の
 

 
 

暴
力
を
 

 
 

 
 

 
 

回
復
に
 

の
 
ド
ラ
 

 
 

位
置
し
 

 
 

（
十
五
）
 

 
 

ュ
か
 

 
 

え
、
ま
 

 
 

絶
望
と
 

 
 

心
が
、
 

 
 

あ
っ
て
 
n
o
 

目
凹
 

、
 
甲
 

 
 

ソ
の
指
 

 
 

（
 
（
「
信
仰
 

ゴ
 
。
 
由
幅
ゴ
 

と
 

八
 O
 

 
 

 
 

 
 

㏄
 ド
 
）
に
 

連
る
血
脈
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

ク
ス
・
に
 

照
し
 

 
 

表
 さ
れ
 

る
 。
 

 
 

Ⅱ
 
あ
 曲
り
目
 

 
 

 
 

l
1
1
.
 

口
上
八
一
貫
 

 
 

 
 

 
 

の
 O
 円
 

ヱ
 Ⅰ
の
（
 

0
 （
）
・
）
の
 

白
 
m
.
 
Ⅰ
 
づ
 ・
の
 
ド
 
@
 
円
 
い
 

 
 

幅
一
 

0
 巨
巾
 

ド
の
 
め
Ⅱ
 

 
 

が
 
り
 0
 片
 

ヱ
 Ⅰ
の
（
 

o
r
y
.
 

）
 
ゆ
 
釦
の
・
Ⅰ
 

口
 ・
 
び
 
@
%
N
 

 
 

間
観
 

 
 

（
七
）
 
H
 
ヴ
村
 

 
 

㏄
 ロ
 
。
 麓
ヰ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

づ
 Ⅰ
）
 

ロ
 
c
 
ゴ
 ，
 H
 
擦
凶
 Ⅰ
 
ワ
凶
甲
の
 

 
 

及
び
 鍋 2 



  

  

研
究
報
告
 

き
 
（
一
）
（
二
）
（
三
）
参
照
。
 

八
 
@
 
十
）
 
H
 
サ
 
Ⅰ
 
隼
 
・
 
@
 
せ
 
つ
 
・
 
也
り
 

Ⅱ
ツ
ハ
イ
 

1
 
人
才
 

め
 

（
十
一
）
 

z
w
m
 

～
）
（
 

レ
ゴ
 

q
,
 
 

刃
 @
 
ド
ゴ
 

の
の
 

m
p
h
 

：
・
 

口
 
b
.
 

の
の
 

1
 
か
 

 
 

口
 
U
 
Ⅰ
 
イ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぎ
 
つ
 *
 
め
ま
 

。
 
H
 
ゅ
 
m
m
.
 

ロ
 
・
 
コ
 

 
 

口
オ
 

0
 
～
 
年
 

之
 
Ⅰ
 
0
 
オ
目
ダ
ペ
ド
ゆ
 

印
の
 

 
 

口
目
 

Ⅰ
 
口
 
目
 
@
 
@
 
」
 
テ
 
@
 
m
 
 

、
 
宝
 
。
 
9
 
。
 
力
め
憶
 

@
 
い
 
@
 
～
～
 

n
 
 

て
 
Ⅱ
 
@
 
申
の
 

で
 
@
 
Ⅱ
 
u
 
Ⅰ
の
・
 

H
o
 

の
 
m
.
b
 

n
 
Ⅰ
 
Ⅰ
・
 

N
 
の
 
l
 
ひ
 
u
 
Ⅰ
 

（
 
（
 
十
 
十
 

 
 

大 
本 

  教   の   
展 
開 

  過 
程 

事 
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一
万
，
 

え
 

 
 

に
 関
係
 

 
 

坂
東
、
 
秩
 

百
日
郎
 恵
 

｜
 観
音
信
仰
を
中
心
と
し
て
 ｜
 

説
話
・
 な
託
と
 民
間
信
仰
 

 
 

出
の
時
 

期
に
 、
対
外
的
に
は
世
界
宗
教
の
連
合
を
唱
え
、
国
内
で
は
、
 
資
本
主
義
 

 
 

治
 運
動
 

 
 

、
第
二
 

吹
 事
件
の
弾
圧
を
も
た
ら
し
た
。
 

 
 

民
衆
 

 
 

と
 対
立
 

 
 

し
、
大
 

 
 

性
格
は
 

か
え
っ
て
強
め
ら
れ
た
。
 

 
 

ね
 た
 

 
 

て
、
原
 

的
 性
格
と
資
本
主
義
，
へ
の
抵
抗
を
保
ち
っ
 づ
 げ
た
の
で
あ
る
。
 

砺
 。
先
報
告
 

 
 

の
 三
十
 

 
 

」
れ
は
 
貴
 

 
 

の
侭
当
 

 
 

を
 喚
起
 

 
 

に
 吹
の
 

 
 

」
の
結
果
 

 
 

を
 示
す
 

も
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

り
と
 

 
 

前
者
が
 

 
 

対
象
と
 

 
 

史
 森
森
 

 
 

ら
 庶
民
 

 
 

で
 多
く
 

 
 

話
 と
何
 

 
 

士
 、
 秩
 

 
 

代
 を
反
 

映
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 

生
命
 

 
 

す
る
も
 

 
 

其
 、
 子
 

 
 

ら
 救
わ
 

 
 

信
仰
は
 

八
二
 

3
"
 

。
 

 
 

見
る
と
、
 



  

宗
教
里
方
法
論
 

諸
井
 
鹿
徳
 

 
 

」
 な
 

 
 

用
語
の
忘
 

 
 

様
に
な
 

 
 

意
味
 せ
 

 
 

だ
漠
 

 
 

な
 潜
在
 

 
 

な
ら
な
 

 
 

 
 

 
 

（
 @
0
,
 

）
 

 
 

を
 理
解
し
 

 
 

の
 操
作
 

が
 必
要
で
あ
る
。
 

 
 

面
的
 

研
究
報
告
 

 
 

、
そ
の
 

 
 

的
な
型
 

を
 具
現
し
て
い
る
も
で
あ
る
と
云
え
る
。
 

付
 に
よ
 

（
 
穏
は
昭
和
三
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
 

木
 

成
果
の
一
部
で
あ
る
）
 

る
 

 
 

れ
を
 反
 

 
 

析
 （
間
接
 

 
 

。
間
接
 
質
 

 
 

作
 要
求
 

 
 

多
く
の
 

 
 

%
 片
舘
 

 
 

ら
し
め
 

 
 

（
四
）
 

 
 

0
 分
析
 

 
 

会
 の
 固
 

定
 記
録
化
（
写
真
、
録
音
）
等
が
あ
る
。
 

 
 

と
し
 

 
 

、
他
人
 

 
 

及
 （
 イ
 ）
 

 
 

体
的
原
 

 
 

理
解
を
 

 
 

ぬ
 類
似
 

 
 

と
 共
に
 

 
 

（
 臣
 ）
 

 
 

多
く
の
 

 
 

共
通
す
 

 
 

討
 さ
れ
 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

八
三
 

婁ラ憂 



    

 
 

し
も
 

 
 

し
て
お
 

 
 

い
ふ
こ
 

 
 

手
 の
 側
 

 
 

し
て
 有
 

 
 

。
与
へ
 

 
 

い
て
 思
 

 
 

と
な
っ
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

し
た
 

 
 

証
す
る
 

 
 

み
 手
を
 

 
 

る
 倫
理
 

 
 

儒
教
 倫
 

 
 

）
 、
そ
 

 
 

て
 発
達
 

 
 

報
恩
を
 

重
ん
じ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
善
 

諸
声
 
素
純
 

 
 

と
社
 

 
 

｜
ソ
ン
 

 
 

あ
た
え
 

 
 

る
 。
 

 
 

は
認
 

 
 

い
こ
と
 

柳
川
啓
一
 

１
社
会
体
系
論
と
の
関
連
に
お
い
て
 
｜
 

ヂ
ュ
ル
ケ
ム
 の
め
示
教
 
里
 誇
の
意
義
 

          

研
究
報
告
 

報
恩
思
想
の
成
立
 

 
 

象
の
如
 

 
 

て
 特
定
 

 
 

ふ
こ
と
 

 
 

私
の
存
 

 
 

ら
ば
、
 

 
 

の
で
な
 

 
 

て
、
父
 

 
 

ら
れ
て
 

 
 

。
イ
ソ
 

 
 

と
こ
ろ
 

 
 

し
て
い
 

 
 

八
四
 

3% 



研
究
報
告
 

 
 

ね
ば
な
 

八
五
 

鍋 7 

 
 

考
察
 

 
 

え
、
ま
 

 
 

利
益
を
 

 
 

足
 の
 傾
 

 
 

か
し
、
 

 
 

充
足
の
 

 
 

る
に
い
 

 
 

を
 実
体
 

 
 

こ
 う
し
 

 
 

し
て
い
 

 
 

宗
教
な
 

 
 

｜
と
比
 

 
 

ね
ば
、
 

 
 

る
も
の
 

が
 、
宗
教
の
特
徴
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

」
れ
は
、
 

 
 

、
第
一
 

 
 

と
で
あ
 

 
 

類
型
の
 

 
 

ホ
教
社
会
 

 
 

。
社
会
 

 
 

集
団
で
 

 
 

す
る
 観
 

山
形
孝
夫
 

 
 

区
分
 

 
 

接
 的
伝
達
 

 
 

者
に
 於
 

 
 

ク
ラ
テ
 

 
 

者
に
あ
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

詳
細
 

 
 

れ
た
 理
 

 
 

ニ
 1
.
 
ケ
 

か
 か
ら
 フ
 モ
ー
リ
ス
ト
へ
と
云
 う
 変
容
で
あ
る
。
 

 
 

て
ソ
 

 
 

て
 生
 き
 

 
 

，
コ
ー
ル
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

ル
 的
な
 、
 

 
 

存
す
る
 

ら
な
い
。
 

キ
ェ
 
ル
ケ
 ゴ
ー
ル
に
於
け
る
フ
モ
ー
ル
の
問
題
 

。
・
そ
の
位
置
と
構
造
 

｜
 



  

メ
 ㌢
 ャ
 0
%
 
立
 

山
田
籠
城
 

バ
シ
 申
の
 

伝
ア
ビ
ダ
 ル
 マ
 で
最
も
大
 

も
 ㌔
 
に
 

";""" Ⅰ " Ⅹ 

珪訂 Ⅰ " 

洋白である。 耳 ぎ 8 0 
の意 

識 
で 
あ 
  
笘ヰ カ Ⅰ 

世 
界、 

人 

問、 

自 

己 

か Ⅰ 

ら ) 
のハ 

 
 

ト
ヘ
 

ヰ
れ
 
）
。
 

@
V
 

 
 

研
究
報
告
 

 
 

、
後
年
 

 
 

へ
の
 転
 

 
 

見
に
 ょ
 

 
 

亦
、
キ
 

 
 

つ
 た
の
 

 
 

る
 結
果
 

 
 

に
 持
げ
 

 
 

序
説
で
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

つ
い
て
、
 

 
 

つ
て
い
 

る
 。
 フ
モ
一
か
め
 特
色
は
 、
 吹
の
六
点
に
要
約
さ
れ
る
。
 

 
 

ま
 
力
 、
。
 

Ⅰ
 

二
、
の
 Ⅱ
 ョ
つ
妙
臼
 
げ
で
あ
っ
て
、
 
p
 甘
 （
 つ
 

Q
 ウ
汁
 
プ
 ず
で
は
な
い
。
 

三
、
し
 出
井
 0
0
 
軋
 On
 
呂
で
あ
っ
て
 、
 オ
田
ゑ
 0
q
 
ョ
で
は
 な
い
。
 

四
、
ヰ
 0
4
p
m
 

品
ま
 甲
 甘
ロ
～
 

ゎ
ダ
甘
 
0
%
 
 

で
あ
る
。
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こ こ ゐ地 ぎは 

  

  

て も 
ゐ拘 
な は 

  
  

れ 」 
ま 

でバ 

  
  

ぽ笘 

の意 

図 
は 八 

心太 ず 

しも 

弗 
か 
Ⅰ こ二 @ 

さ 
れ 
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脅 し 処 

其 相 雑 

応 ヨ ・ 

他 邦 ソ     いビづ く ュと九智   
， " 十黎   

ノン     

  

    

系 ガラ ヵ   ⅠⅠ   
倶 ア 体系 ヒ 。 ・ マ   

成マ   

山
本
 

和
 

Ⅰ
㌔
Ⅰ
Ⅰ
 
下
 Ⅰ
Ⅰ
 ヰ
 Ⅰ
 ヰ
 Ⅰ
 

 
 

タ
ソ
 

 
 

ど
も
、
 

 
 

に
 果
し
 

 
 

植
村
 

 
 

寒
 の
 支
 

 
 

に
 抵
抗
 

 
 

っ
た
 。
 

  

 
 

明
治
 

 
 

 
 

 
 

教
も
寛
 

 
 

そ
の
 抑
 

 
 

墓
制
 国
 

 
 

に
 屈
せ
 

 
 

の
 近
代
 

化
へ
の
唯
一
の
推
進
力
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

0
 目
 

 
 

と
 、
キ
リ
 

八
七
 

日
本
宣
教
百
年
史
 

｜
 と
く
に
国
家
と
教
会
の
関
係
に
つ
い
て
 

｜
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た
め
と
 

 
 

果
す
べ
 

 
 

限
界
 た
 

る
べ
し
。
 

  

 
 

国
家
 

 
 

し
て
 注
 

目
 に
値
す
る
。
 

 
 

山
本
試
作
 

 
 

し
、
 

 
 

無
機
制
 

 
 

性
 批
判
」
 

 
 

式
 を
意
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ス
ト
教
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
っ
て
文
化
の
 

た
。
こ
れ
は
目
木
キ
リ
ス
ト
教
史
の
最
大
の
 

日
本
の
教
会
が
超
国
家
主
義
の
デ
ー
モ
 
ソ
化
 

ハ
 Ⅰ
 ト
 Ⅰ
 ヰ
 

陸
で
起
つ
た
よ
う
な
教
会
的
抵
抗
を
し
な
か
 

 
 

（
四
）
宗
教
は
私
事
な
り
や
。
 

恭
 信
教
の
 

ク
ス
正
統
教
義
で
も
、
宗
教
を
私
事
と
す
る
 

信
仰
は
私
事
な
ら
ず
、
神
の
国
は
国
家
・
 
社
 指

導
権
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
 

謎
で
あ
る
。
今
一
つ
の
謎
は
 

し
た
国
家
に
対
し
て
、
 欧
太
 

っ
た
事
で
あ
る
。
 

自
由
 絃
 に
お
い
て
も
、
マ
ル
 

。
し
か
し
新
約
聖
書
で
は
、
 

会
 ・
世
間
の
面
前
で
宣
べ
ら
 

八
八
 

鉾
 
。
 

 
 

律
 即
ち
 

 
 

、
自
由
 

 
 

的
 信
仰
 

 
 

「
目
的
」
 

 
 

定
 原
理
 

 
 

に
よ
つ
 

 
 

理
性
と
 

 
 

見
轡
導
 

 
 

は
 許
容
 

 
 

か
 彼
方
 

 
 

げ
る
 宗
 

 
 

教
会
、
自
 

 
 

る
 実
現
 

 
 

格
 と
の
 

 
 

と
は
 異
 

 
 

ま
り
 批
 

 
 

直
観
、
主
 

 
 

の
 立
場
 

 
 

観
的
悟
 

 
 

は
 目
的
 

 
 

竹
原
理
 

 
 

現
実
の
 

 
 

ぬ
 念
の
 

 
 

で
あ
る
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1
 

 
 

八
九
 

吉
岡
 
義
豊
 

 
 

古
来
 

 
 

こ
れ
は
 

 
 

、
 特
に
 

 
 

つ
い
て
 

 
 

即
ち
 唐
 

 
 

こ
と
が
 

 
 

如
来
な
 

 
 

で
は
あ
 

 
 

想
 に
つ
 

 
 

」
と
を
 提
 

 
 

得
た
の
 

で
 補
説
す
る
。
 

 
 

善
義
 

 
 

は
な
お
 

 
 

、
そ
れ
 

 
 

。
と
こ
 

 
 

ら
れ
る
 

 
 

0
 駅
 僧
 

 
 

に
あ
る
。
 

軽
去
 褒
辞
 ど
 併
殺
 

若
 

m
 
 

優
女
 

 
 

為
さ
 

 
 

 
 

 
 

空
想
と
 

 
 

拒
否
 が
 

 
 

を
 同
じ
 

ぅ
し
 乍
ら
 、
然
 か
も
そ
れ
へ
の
態
度
は
相
反
し
て
い
る
。
 

 
 

盛
行
 

 
 

（
御
堂
 

 
 

な
も
の
 

 
 

中
巻
）
 

 
 

ら
、
 

 
 

活
動
し
 

 
 

ほ
 つ
い
 

 
 

す
る
わ
 

 
 

と
 仏
教
 

 
 

が
、
帰
 

 
 

響
 が
あ
 

 
 

更
級
 H
 
記
の
一
考
察
 

１
１
「
夢
見
る
」
と
「
夢
見
」
 

｜
 



宗
教
仕
合
 学
 方
法
論
に
あ
け
る
 フ
ッ
ハ
 の
 

そ
フ
シ
ヵ
ル
 の
概
念
に
つ
い
て
 

月
光
善
弘
 

 
 

関
係
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は
 読
経
 

 
 

分
 に
在
 

 
 

精
神
的
 

 
 

と
 出
自
 

 
 

な
 性
格
 

 
 

こ
に
は
 

 
 

の
混
融
 

 
 

て
、
折
 

 
 

生
活
態
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

で
あ
 

 
 

世
代
に
 

換
え
ん
と
す
る
将
来
の
夢
見
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

顧
す
 

 
 

識
 の
 顕
 

 
 

諦
三
次
 

的
推
敵
 作
用
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 帰
趨
 

 
 

ら
で
あ
 

る
 。
 

 
 

別
す
 

 
 

れ
た
 極
 

め
て
抽
象
度
の
低
い
理
想
型
で
あ
り
、
他
は
 

心
 に
よ
っ
て
導
か
 

 
 

一
個
の
 

 
 

、
後
者
 

 
 

認
襄
機
 

 
 

全
 学
関
 

 
 

宙
 た
る
 

 
 

し
た
も
 

 
 

0
 本
領
 

先
 に
存
す
る
と
言
 い
 得
る
。
 

 
 

概
念
 

 
 

的
に
は
 

妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

る
堺
 

 
 

請
 さ
れ
 

 
 

り
、
こ
 

 
 

成
 に
共
 

 
 

れ
 得
る
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体
的
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に
よ
つ
 

て
 成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

め
て
 

 
 

準
は
実
 

 
 

の
 主
観
 

 
 

と
は
 事
 

 
 

こ
の
 故
 

 
 

ら
 出
発
 

 
 

 
 

 
 

は
 相
当
 

 
 

し
と
は
 念
 

頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

て
あ
 

 
 

、
実
際
 

 
 

、
そ
れ
 

 
 

頽
 の
 結
 

 
 

体
 的
な
 

 
 

こ
と
が
 

出
来
る
よ
 う
 に
準
備
す
る
こ
と
を
い
 う
 。
 

九
一
 

藤 



一
｜
 一
一
二
時
）
 

会
場
大
正
大
学
新
館
六
号
教
室
 

 
 

討
議
の
 

 
 

こ
と
 

 
 

予
定
よ
 

り
 約
三
十
分
お
く
れ
て
開
会
し
た
。
 

 
 

文
字
通
 

（ 昭ァ る宗 

第 

御時人文・今木四月はし 会ジ 

  

の - 告 

（ 十     
    を 会行徳 シぃ 
  
十 
七   
日、 雄 たにのの 。 てた シム アさ れ 

午 
閉 め ソ に る 

後   
 
 

っ
て
 、
 

 
 

こ
と
、
 

 
 

。
本
居
 

 
 

も
の
で
 

 
 

か
な
た
 

 
 

対
象
の
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

。
よ
い
 

 
 

れ
た
 場
 

 
 

。
こ
の
 

 
 

は
 他
界
 

 
 

こ
と
に
 

@ 

（ 立 

  

た 

    
立 ろ う おわや ぅ 

場 う ないれさ が 

  
がめてい態はて 

九
二
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つ
 十
人
や
 

 
 

上
げ
て
 

み
る
。
 

 
 

と
し
 

 
 

会
 が
充
 

分
 に
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
 

 
 

格
が
 

 
 

決
 的
で
 

 
 

、
二
度
 

 
 

可
成
り
 

 
 

ト
 教
は
 

 
 

 
 

 
 

、
杜
 

 
 

民
 道
徳
 

と
 対
立
す
る
。
 

 
 

は
な
 

 
 

れ
た
 国
 

民
 感
情
が
阻
害
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

（
存
を
 

 
 

に
 努
力
 

 
 

よ
っ
て
意
味
を
も
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

て
い
く
、
 3

6
5
 

九
三
 

め て黒も む わ葉 こ入 るほ 神 てはの 村 厳く の と       
どた こ 。 い はてでに、 出こ的は得 る   
燕京洗浄でよ 足 し 

  

にを 着 れ 仏葉一ぃ   

  

あ さズ酌 ま 

  



後 キ タ 現 ぅ キ 広間使な 傾あ       

ラ ケ， し     
こ と フ的 表す 
ュ のェな的る 
で仏テ傾 なな   
開けュ襲 そっ 

る 質教 じ るす的のぎ   
憩 縞物 機 実な 
後び崇能 主る 

て命   の 
  
疑 のな的なで 

日 こ そ 
本のこ 

    
と おあ 

  荻 

こ倍 3 9 お 、 告 
と の 日 

し 原本 
て理仏 
い と 教 

  
よ帯 

う な参 に ヒ 

も 一 フ c 

の的 
な で 

ん加 ら にな 
どえ （ 養洗い （   
手理） てる 美 ） 
で 惟神 いほ 際端   

大窪 人 に真よ る 
ぎて間 な飢 う ん 

対 と   十ま 私の術の 

  

なれ間 かた） て城 い ） 
@ 

    ナ， Ⅰ つがキ た、 リ 

か戦ス で 。 でる んか 
要 
素 

。 争 ト は は場 だら を 
の教 

少 
符合 んの 
含 も排 解 

も 

  つ 
< て 

に，国         
をあ なの げ情 

抗迫だ 
で し と 

とれ 緒 き た い 
かば に る状 ぅ 

らい 置 よ態こ 
% げ ぃ 
いな て 
し い い   

盤 てい   がき ぅ 

平たさ   素 と で 
う ， し ケ， ヒ か き も 

、 家 も い の ね 、   
な主 排     

る 。 でてま はいつ   
そな き た を   う いつく 暗 

ス も   赤 光 
ト の   
教と   

  は妥 ナ， Ⅰ     

あ れ 団ぃ 
言 

啓 るば側っ 
葉 

上訴 ナ 。 Ⅰ - 
っさ   蒙   
て な 運 よ う でがて き、 い 思 
反 い 動 にる 呪る   

3 ㏄ 



一そ 教 ; な う 越い 

  

  

あ 人士な 合 3 世 興 て膿 めは的の 

め る い な 十ま 

なにて（ ん格 
い 解は質 と好       

そに 私 げて 
れ 救は て 殺 

  

に 必着表家 か 口 げ発いえのな 

教の 気が の一 しな 面に   

つつい出場 その 的と 農村力し こ、 てい はど 問題 方 り 

か は   と 入   
み と伝ては い り 

5@ r   ト し く 

戦感仕 かけ   
後覚 方 られ   宗も よ を な 

さ い 断 いし 
否 がじ く て     
宗 鎮目   
教を木 ノつ 

六 ・ Ⅰ 

の鳴の 本 ら宗   
質す 教 @ 
を と に 
認こ お な 

九
五
 

（
司
会
者
）
以
上
を
も
っ
て
公
開
討
論
会
を
終
了
す
る
。
 

 
 

順
不
 

目
 、
敬
称
略
カ
ッ
コ
内
は
応
答
希
望
者
名
）
 

 
 

学
、
 

 
 

、
石
津
 

 
 

（
小
口
・
 

 
 

（
㌍
 

綺
捕
サ
 
）
 

 
 

キ
リ
ス
 

 
 

）
愛
媛
 

 
 

教
 文
化
 

 
 

学
 、
金
 

岡
 秀
友
（
小
口
・
片
山
）
早
稲
田
大
学
、
福
井
康
 
順
 
（
戸
田
）
 

 
 

、
午
後
 

 
 

」
と
し
 

て
 放
送
し
た
。
 

 
 

伝
道
 団
 

 
 

。
新
興
 

 
 

布
教
 す
 

 
 

新
し
い
 

 
 

後
の
新
 

 
 

と
い
う
 

性
格
を
持
つ
て
い
る
と
私
は
思
 
う
 。
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む
ト
 

l
 

 
 

 
 

 
 

り
 

正 

第
十
七
回
学
術
大
食
 

 
 

、
大
 

大
学
で
開
催
し
た
。
 

十
月
二
十
五
日
（
金
）
 

午
後
一
時
 よ
 り
五
時
ま
で
、
公
開
講
演
会
。
 

宗
教
と
文
学
 

武
田
泰
淳
 氏
 

い
 わ
ゆ
る
「
生
身
 仏
 」
清
涼
寺
釈
迦
 像
 胎
蔵
 品
は
 つ
い
て
 

｜
 五
臓
・
 鐘
 ・
経
典
・
版
図
・
手
印
誓
書
等
 ｜
 

塚
本
善
 
隆
氏
 

十
月
二
十
六
日
（
土
）
 

 
 

に
 

理
事
会
が
開
か
れ
た
。
 

 
 

あ
 

つ
た
。
 

十
月
二
十
 セ
日
 
（
日
）
 

  

会
 

報
 

彙 

案 

俺 

報 

  

会
員
総
会
 

 
 

項
の
 

 
 

会
議
 準
 

 
 

御
大
会
 

 
 

年
式
が
 

 
 

し
た
。
 

 
 

放
 

速
 さ
れ
た
。
 

四
時
半
よ
り
会
員
総
会
、
六
時
半
閉
会
。
 

 
 

を
数
 

 
 

外
に
 、
 

 
 

に
い
た
ら
 

な
か
っ
た
。
 

 
 

・
 汎
 

 
 

の
 支
持
 

 
 

武
内
義
 

 
 

の
オ
ぺ
 

の
 と
 

 
 

ト
 数
曲
 

 
 

田
本
体
 

 
 

げ
 る
 

 
 

の
 論
理
 

と
 自
然
法
爾
）
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六
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様
 



会
 

務
 

昭
和
三
十
二
年
五
月
十
Ⅰ
十
二
の
 

会
が
 、
例
年
の
如
く
、
東
京
上
野
国
立
 

会
か
ら
は
、
共
同
課
題
「
成
長
 
｜
 青
年
 

「
青
年
期
を
転
機
と
し
た
死
と
復
活
の
 

た
 。
同
じ
く
共
同
調
査
「
奄
美
大
島
」
 

両
氏
が
参
加
し
た
。
 

会
長
改
選
に
伴
い
、
学
会
会
計
部
、
 

地
大
学
宗
教
 字
 研
究
室
に
移
管
、
東
京
 

氏
 、
編
集
事
務
担
当
者
に
東
北
大
学
の
 

学
術
会
議
文
・
 
哲
 ・
史
学
会
連
 
ム
口
 

（
英
文
に
 
よ
 り
海
外
に
紹
介
す
る
抄
録
 

り
 、
中
川
秀
兼
氏
「
 ヘ
 ブ
ル
 書
 研
究
」
、
 

第
一
」
の
 二
 篇
を
推
薦
し
た
。
 

一
月
十
九
日
の
理
事
会
に
於
て
 
、
 「
 

新
た
に
「
教
育
教
養
委
員
会
」
が
編
成
 

幹
事
に
深
川
 恒
喜
氏
 が
指
名
さ
れ
た
。
 

本
年
度
「
宗
教
研
究
」
刊
行
助
成
金
 

法
 に
関
す
る
綜
合
研
究
」
の
綜
合
研
究
 

試
験
研
究
費
三
十
五
万
円
が
、
文
部
省
 

次
期
科
学
研
究
費
等
分
科
審
議
会
委
 

日
合
 啓
 治
の
両
氏
を
本
学
会
か
ら
推
薦
 

第
二
回
姉
崎
記
念
賞
は
、
藤
田
安
達
 

棄
 

報
 及

び
、
編
集
部
の
事
務
を
一
部
東
 

木
部
の
事
務
責
任
者
に
小
口
佳
一
 

岡
田
重
 精
 氏
を
依
頼
し
た
。
 

編
集
の
「
研
究
論
文
集
第
九
巻
」
 

）
に
掲
載
の
た
め
、
本
学
会
 ょ
 

高
橋
 梵
仙
氏
 「
か
く
し
念
仏
者
 

宗
教
と
教
育
」
の
問
題
に
関
し
、
 

さ
れ
、
委
員
長
に
岸
本
英
夫
氏
、
 

十
万
円
、
「
宗
教
学
の
問
題
と
方
 

費
 八
十
二
万
円
、
「
道
徳
教
育
」
 

よ
り
決
定
交
付
さ
れ
た
。
 

員
 候
補
者
と
し
て
、
大
畠
 清
 、
 

し
た
。
 

氏
 「
原
始
仏
教
に
お
け
る
信
の
形
 

両
日
、
第
十
一
回
光
学
会
連
合
大
 

博
物
館
講
堂
で
開
か
れ
た
。
本
学
 

期
」
に
関
し
、
竹
中
信
常
民
の
 

儀
礼
」
と
題
す
る
発
表
が
あ
っ
 

に
は
、
小
口
 偉
 Ⅰ
高
木
表
夫
の
 

 
 

宗
教
 情
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教
育
教
養
委
員
会
 

態
 」
（
地
大
文
学
部
紀
要
文
。
㌦
所
収
）
に
授
与
さ
れ
た
。
 

 
 

 
 

全
会
 

 
 

 
 

花
山
信
勝
、
古
野
清
人
、
増
合
文
雄
、
増
永
薫
風
。
 

 
 

武
内
 

 
 

西
 

 
 

松
 

 
 

素
 

純
 、
諸
井
 慶
 徳
、
山
崎
 亨
 、
山
田
籠
城
、
結
城
令
聞
。
 

 
 

、
今
 

 
 

藤
 

 
 

 
 

 
 

島
 

 
 

喜
 

 
 

羽
 

 
 

武
 

藤
 一
雄
、
森
川
智
徳
、
柳
田
国
男
、
山
口
 益
 、
協
本
手
 也
 。
 

監
事
辻
直
四
郎
、
宮
木
正
尊
。
 

 
 

れ
 

十
八
 

，
し
 
。
）
 



 
 

六五 四姉二一   4 3 2     

総 
会 
の 

件 
  
本 
  

部 
具申 侯委 

で 
  

研 
究 
の 

  
    

l 認を 
人 選 

    
画 会 

  
治民 

任 

杏に " 研等 " と " を " 幹がと 操 
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